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囚われ王女は魔術師の執着を抱きしめる
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　からりと晴れたノーラ王国の空を見上げると、胸が懐かしさに締め付けられる。

　子供の頃、優しく吹き抜ける風が鐘の音を運ぶと、窓から身を乗り出して教会の方を眺めたものだった。教会に入る純白の花嫁を遠目に見つめながら、どんな気持ちなんだろうと想像していた。自分があそこに立つときは、どんな気持ちだろう。誰の隣で微笑むのだろうと。

　とうの昔に諦めていたその場所に、セラフィナはいま花嫁として立っていた。

　結婚の報せを告げる鐘の下、セラフィナは教会へと入り、そして祭壇さいだんの前で待つ彼を見た。

「セラフィナ王女」

　深い青の目が、眼鏡越しにじっとセラフィナを見つめている。感情が読めないのに、セラフィナのどんな些細な表情や動きも見逃さないようなその視線に晒されると、セラフィナはいつも落ち着かない気持ちになった。白と青で彩られた教会の中で、彼ひとりだけが漆黒を身に纏まとっている。その闇に引き寄せられるかのようにセラフィナは歩みを進め、そして差し出された手を取る。すると次の瞬間には手を引かれ、抱きしめるように引き寄せられていた。

　大勢の人々に見られている中で、青い目は何ひとつ気にしていないかのようにセラフィナを見つめている。

「誓いの言葉を」

　囁かれて、セラフィナは姿勢を正して司祭の方を向いた。少し距離を取ろうとしたけれど、背中に回された腕がそれを許さなかった。セラフィナは青百合のブーケを持ち直し、誓いの言葉を口にする。

「わたくし、ノーラ王国第一王女セラフィナは、アルベルト・ユーグ・トワと生涯を共にすることを誓います」

「アルベルト・ユーグ・トワは、王女セラフィナを生涯の伴侶とすることを誓う」

　セラフィナの言葉に続いて、アルベルトの誓いの言葉が素早く告げられた。司祭が双方の言葉を聞き、証人として結婚の成立を宣言する。周囲から歓声が上がり、盛大な音楽が流れ始めた。

　子供たちが撒く祝福の花吹雪の中で、アルベルトが射抜くような目でセラフィナを見つめる。

「これであなたは私のものだ。永遠に」

　反論を許さないような口付けに、セラフィナは驚いて少しよろめいた。抱き寄せるようにして支えられ、舌を舐められるぞくぞくとした感覚に耐える。

　結婚は成立した。

　セラフィナの心は困惑していた。

　普通ならば喜ぶべきことのはずなのに、自分が喜んでいるのかそうでないのか、よくわからない。夫となるアルベルトのことも、これからどうなるのかについても、セラフィナはわからないことばかりだった。

　あっという間に自分を取り巻く状況が変化して、それについていけていないような気がする。

　漠然とした不安を感じながら、セラフィナはゆっくりと目を閉じた。
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「セラフィナ様、お髪ぐしを整えましょう」

「ええ、お願いね」

　湯浴みをして袖を通したネグリジェは、ただ寝るだけにしては装飾が多い。

　上等な絹をたっぷりと使い、繊細に編み込まれたレースには、レチノ王国の象徴である赤と緑の染糸が使われていた。セラフィナの持っている洋服の中に、この色が使われていないものはない。それは規律として定められていた。

　この後宮には、このような決まり事が多かった。侵略王と呼ばれたこの国の覇者は二十年前、飢饉ききんに乗じて周辺国へと手を伸ばし、十年後にはセラフィナが生まれたノーラ王国にもその影は忍び寄った。長きにわたる侵略で進軍の勢いが弱まっていた侵略王は不平等な条約と人質を条件に、ノーラの花畑を踏みつけることをやめた。

　王族の女性をひとり後宮に送れば、属国として認める。

　飢饉から立ち直るだけでも精一杯な国は、その条件を飲むより他ない。

　その頃のノーラ王国には年頃の王女がおらず、当時十七歳だったのは王太子である長兄だけ。そして十三歳の次兄が続いて、長女であるセラフィナがまだ八歳。旅立つ娘を見送る王妃は、涙を堪えてセラフィナに言い含めた。

「食事はなるべく少なくお食べなさい。目立たず静かに過ごすのよ。あなたが一日でも長くあの男に目をつけられないように」

　セラフィナは母王妃の言葉を忠実に守り、そして寄り添ってくれる侍女たちや同じく人質として後宮に送られてきた他国の王女と共に暮らし、今日までこの後宮の中で無事に暮らすことができていた。

　けれど、それもおしまい。

　日暮れ前に、セラフィナの部屋に赤と緑の組紐が届けられた。それが王の褥しとねへ招かれた合図だということは、この後宮にいる誰もが知っていることだった。

「香油を温めておりますから、もう少しお待ちくださいませ」

「ありがとう、ミゼット」

「セラフィナ様、袖が少しほつれておりますわ。繕いましょう」

「リリー」

　ミゼットとリリーは、十年前にノーラから一緒についてきてくれた侍女だった。小さな頃から姉代わりとしてセラフィナと一緒にいた二人は、危険を承知で後宮へついていく侍女として名乗りを上げた。もう結婚できる年齢だった二人が後宮で暮らすと決めるには、どれほどの勇気が必要だったことだろう。二人が目を付けられなかったことだけは、セラフィナは侵略王に感謝したいほどだった。

「ミゼット、リリー。二人とも、本当にありがとう」

「何をおっしゃるんですか！　まるで今生の別れみたいに」

「そうですよ、セラフィナ様。私たちはここで姫様のお帰りを待っているんですから。いつも通りに、です」

　明るい声を出そうとした二人の表情は強張っていた。顔も青白いし、時間をかけるようにわざとゆっくり動かされている手も震えている。

「二人とも、私より緊張しているみたい。大丈夫よ。十五で呼ばれた方もいるのだから、私は遅かったくらい。もう覚悟は決まっているわ」

「セラフィナ様……」

　心の中に恐怖がないわけではない。先に組紐を貰った王女が、翌日から臥せってしまうのを何度も見た。涙を流す彼女たちを一日中抱きしめたこともある。つい二日前には、セラフィナと同い年のメイディアの背中を撫でて慰めて過ごした。今夜を過ぎればセラフィナも数日臥せって、メイディアや他の王女たちに慰めてもらい、そしてやがては立ち直る。

　それでノーラ王国の安全が保障されるなら安いもの。セラフィナは心の中で呟いた。

「私が帰ってきたら、温かいお茶を淹れてね、ミゼット。リリーが作る甘いお菓子も食べたいわ」

「もちろんですわ、セラフィナ様」

　セラフィナは自分が割り切れるのは、こうして自分のことのように心配してくれる人たちに囲まれているからかもしれないと思った。

「それにしても、とうとうセラフィナ様までお召しになるだなんて……ここ数年は、王も静かにお過ごしだったのに。なぜこの春になって急に、また後宮に手を伸ばし始めたのでしょう」

「噂では、西の方で反乱が起きているのだとか。ああ、ノーラの騎士たちが姫様を救い出してきてくれたらいいのに！」

　花と太陽を紋章とするノーラの騎士がきっと救い出してくれる。

　そのお伽噺は、後宮に入った頃にいつもリリーが寝物語に聞かせてくれたものだ。いつか騎士たちが横暴を重ねる侵略王を倒し、国々に平穏をもたらし、後宮から姫を救い出してくれる。そんな話を聞かされていたのはセラフィナだけではない。いつか救い出されて祖国へ帰れるときが来る。そんな夢物語は後宮に閉じ込められた王女たちが密かに持ち続けた希望だった。

　セラフィナも、後宮に来たばかりの頃はリリーが聞かせてくれたその話を信じて毎夜祈っていた。

　残念ながら、私の祈りが届くにはノーラの地は遠過ぎたようだけれど。

　鏡に映る自分の姿は、いつの間にか大人びてしまった。初めてこの鏡台の前に座ったときに淡い緑色だった目は少し濃くなり、反対に茶色に近かった髪は明るい金に変わっている。レチノ王国に入ったときに持ってきた家族画は燃やされてしまったけれど、顔立ちは思い出の中にいるお母様に似てきたと思う。

　十八なら、結婚していてもおかしくはない。だからこそ国王は、褥の組紐を送ってきたのだ。

「……ミゼット、リリー。準備をありがとう」

「セラフィナ様、まだお支度には時間がかかりますわ」

「そうです。まだ星空になったばかりなのですから」

「いいえ、あまりお待たせするとお怒りを買うかもしれないわ。あなたたちは先に休んでいて」

「セラフィナ様！」

　セラフィナは立ち上がって振り返り、二人に微笑んだ。

　あまりぐずぐずして、衛兵や王が迎えに来るなんてことがあってはいけない。ミゼットとリリーにはせめて、意に沿わぬ相手に奪われないようにしなければ。

「あの薬を持ってきてちょうだい」

　最も早く侵略王の後宮に入り、最も王の寵愛を受けているダイナ王女は、他の王女たちにも分け隔てなく優しく接してくれた。レチノでのマナー、王がやってきたときのもてなし方、褥の作法――そして、そのときに必要になる薬も用意をしてくれた。

　瓶に半分ほど入っている黒くて丸いその粒は、ダイナ王女の祖国で採れる薬草から作られた薬なのだという。それは王の褥に侍る緊張を解きほぐし、そして子供を出来にくくする効果があると教えられた。すでに正妃を持ち王子もいる侵略王の子供を孕むことは、暗い未来に繋がる。自らの身を守るために飲みなさい、とダイナ王女は後宮にいる全ての王女へ密かに薬を渡してくれたのだ。

　口に含むと、痺れのように感じるほどの苦味がある。水で飲み込むと、その苦さが舌の上や喉を伝って下りているのがわかるようだった。独特な香りがして、飲んだばかりなのに胸焼けしたように感じる。

「セラフィナ様……」

「大丈夫よ。もう行くわね」

　コップをミゼットに渡し、肩にショールをかける。セラフィナは大きく息を吐いてから、ドアに向かって歩き始めた。

　リリーがセラフィナのためにドアノブを握ろうとしたところで、どおん、と大きな音が響いた。







２








　大きな音と同時に、部屋が少し明るくなった。閉じられたカーテンの隙間から、昼間のような光が差し込んでいる。

「何かしら……？」

　セラフィナの呟きにミゼットが窓の方へと歩いていき、カーテンを少し開けて外を覗き込んだ。そして素早くカーテンを閉じて窓に背を向ける。

「ミゼット？　どうしたの？」

　こちらを向いたミゼットの顔は白く強張っていた。

「は、反乱軍が……！」

　セラフィナのそばに立っていたリリーが、鋭く息を呑む音が聞こえた。そしてリリーはすぐに扉に飛びつき、ガチャリと音を立てて鍵を閉める。そしてセラフィナの腕を掴むと、ドアから距離を取らせるように部屋の中央へと引っ張った。ミュゼットも走って鏡台へと近付くと、リリーと共にそれをドアの方へ動かし始めた。

「姫様、お隠れください！　後宮へ押し入るつもりやもしれません！」

「そんなまさか……反乱は、西の国境近くで起こっていたのではないの？」

「報せで聞いた通り、西で反乱を起こした者と同じ青い旗でございます！　すでに後宮の敷地内に入ってきています。セラフィナ様、窓に近付いてはいけません！」

　セラフィナが窓に近付くと、カーテンの隙間から明るい外が見えた。王宮の見張り塔から火の手が上がっている。耳をすませると、微かに雄叫びのようなものが聞こえた。大勢が叫んでいる声だった。松明を持った人間の集団が、青い旗を掲げているのが見えた。

「セラフィナ様！　略奪者に気付かれたら殺されてしまいます！」

「ミゼット、リリー、上着を着て。なるべく暗い色がいいわ。赤と緑の少ないものを着ないと」

「はい、姫様……衛兵が鎮圧してくれればいいのですが」

　リリーの呟きは、望みが薄そうだった。すでに王宮の建物が燃えているのなら、反乱軍は周囲を守る衛兵たちを突破したことになる。今から無事に抑え込めるとは思えない。

　反乱軍であれ衛兵であれ、武器を持つ者が興奮しているなら目に止まるような格好は危険だ。騒ぎが収まるまで隠れていられるならいいけれど、後宮にも火の手が迫れば逃げるしかない。それに、侵略王に反乱する者たちが、贅沢の象徴といわれる後宮を放っておく可能性は低いはず。

「セラフィナ様、私の服にお着替えください。私が姫様のふりをします」

「だめよ、ミゼット」

　前掛けを外そうとしたミゼットの手を止める。ミゼットの表情は強張ったままだったけれど、その目には強い意志を感じた。

「姫様。もしものときは、命を賭してでもお守りします」

「そんなの絶対にだめよ」

　今度の轟音は、すぐ近くから聞こえてきた。建物が揺れたような気がしたのは気のせいではないようだ。

　セラフィナはベッド脇に置かれたチェストの裏を触り、隠し棚に入っていたナイフを取り出す。宝石の装飾がついたそれは、鞘から抜くといくらか軽くなった。銀色の刃を落とさないように両手で握りながら、ミゼットとリリーを見る。

「私は王女として、あなたたちを守るわ。あなたたちをノーラに帰さなきゃ」

「セラフィナ様！」

「反乱軍に心ある者がいるなら、嘆願を聞き入れてくれるかもしれない。もしだめだったとしても、王女さえ捕まえられれば満足するでしょう」

「セラフィナ様、絶対にいけません！」

「大丈夫よ。もし私たち他国の王女が死ぬことがあれば、この国は内側だけでなく外からも攻められることになる。反乱軍も、また誰かに征服されることは喜ばないはず」

　鏡台で塞がれたドアの向こうから、叫び声が聞こえた。三人はぱっとそちらの方を向き、そしてドアから離れるように後退りした。ミゼットとリリーも燭台や火かき棒を持ち、セラフィナを守るように立つ。騒ぎは女性の悲鳴を交えて、確実に近付いていた。

　心臓の音がどくどくと全身に響いている。セラフィナは手が震えないようにナイフの柄を握り直すと、意識してゆっくりと呼吸を繰り返した。

　どうか、どうかこの瞬間にでも、ノーラの騎士たちが助けに来てほしい。ミゼットとリリーだけでも救い出してほしい。

　セラフィナがそう強く願った瞬間に、部屋のドアノブが外から捻られた。リリーが短く悲鳴を上げて、そして慌てて口を手で塞ぐ。

「来るわ」

　呟いたセラフィナの声は自分で思っていたよりも小さく響き、そして震えていた。ガチャ、と回りかけたドアノブは、鍵をかけたせいで途中で止まる。それを確かめるかのように二度ほどドアノブが鳴って、そして静かになった。

　騒ぎの物音や声が聞こえてくるのに、それが遠くに感じるほどに空気が張り詰める。

　入ろうとしているのは、反乱軍か、それとも衛兵か。

　鍵が開かないならドアごと破壊しようとするはず、と身構えていたセラフィナは、突如として部屋に闇が現れたことにすぐには気が付かなかった。

　星の見えない真っ暗な夜中の闇を、瓶に詰め込んで誰かが持ち込んだようだった。

　部屋の中央に溢れたその闇は、細長く伸びて段々と大きくなる。キャンドルの灯りもカーテンの隙間から差し込む火事の明るさも、その部分だけは避けているかのように真っ黒だった。

　普通では見られないような光景に、セラフィナは心当たりがあった。

「これは……もしかして魔術なの……？」

　唖然として見つめるセラフィナは、やがてその膨らんだ闇から何かが出てくるのに気が付いた。闇が薄くなってその輪郭がくっきりすると、それが人だということがわかる。

　頭には黒いフード。全身を覆う漆黒のローブでよくわからないけれど、身長から考えると男性のようだった。体はこちらを向いているけれど、セラフィナが見上げる位置にある頭は少し俯いているせいで、表情もわからない。

「ぶ、無礼な！　お下がりなさい！」

　ミゼットが叫ぶと、男性はぴくりと反応したように顔を上げた。消えていった闇と同じ色の髪の間から、眼鏡をかけた濃い青の目がセラフィナを見つめている。

　その射抜くような視線に、セラフィナはどきりとした。家族から向けられていた温かな視線とも、他国の王女たちから受ける親しげな視線とも、レチノの者から受ける侮蔑の混じった視線とも違う。何か別の、強い感情が込められた視線は、少しも揺るがずにセラフィナを見つめ続けている。

「近寄らないで！　そうでなければ、攻撃するわ！」

　リリーの怯えた叫び声に、セラフィナはハッと我に返った。黒髪の男性が一歩こちらに近寄り、ミゼットとリリーはそれに反応するように身構えている。

　セラフィナは両手で握ったナイフを構えながら、重くて危険なはずのこの凶器が頼りないものに感じていた。

　鍵をかけた室内に容易に入り込むようなことができるのは、魔術の使い手だけ。

　魔術を使える人間は稀少ながらも、不思議な力によって普通の人間では操れないものを操り、そしてできないことをできるのだという。そんな魔術師を相手にして、騎士のように鍛えてもいないセラフィナの剣が効くのだろうか。

　そんなセラフィナの心を読んだかのように、目の前にいる男性はおかしそうに喉を鳴らした。

　くっくっく、と部屋に響くその声で、相手がナイフを持ったセラフィナを少しも怖がっていないのがわかった。圧倒的に不利なのだとしても、どうにかその状況を打開するしかない。

「ミゼット、リリー、落ち着いて。……そこのお方、わたくしはノーラ王国第一王女セラフィナです」

「あなたのことはもちろん知っている」

　低い声は、笑うように歪んだ薄い唇の間から溢れた。

「国の宝、ノーラの花、国民の守護者……そして条約の犠牲者、セラフィナ王女」

　最後の言葉には、暗く嘲あざけるような響きが混ざっているようにセラフィナには聞こえた。

「ああ……ようやくだ。長かった。うんざりするほどに無意味な時間を過ごしてきた。くだらない研究にくだらない会議にくだらない勅命ちょくめいにくだらない陰謀に……十年だ。十年も浪費した。最初からこうすればよかったのに……くだらない……」

「あ、あの……？」

　青い目の男性は、ぶつぶつと呟いている。荒んだ目は見えない何かを睨んでいるかのようだった。しばらくぶつぶつ言っていた男性は、セラフィナの声で視線をセラフィナへと戻すと被っていたフードを脱ぐ。

「だがもう終わりだ。セラフィナ王女……あなたは永遠に私のものだ」

「……！」

　暗い笑みを浮かべた男性の言葉に驚いたのは、セラフィナだけではなかった。

「何を無礼な！　セラフィナ様、お逃げください！」

「私たちがこの男を防ぎます！」

　ミゼットとリリーは怒ったように声を上げた。しかし男性はちらりと二人を見ると、面倒そうに片手を上げる。

「邪魔をするな。セラフィナ王女を私から遠ざけようとする人間は絶対に許さない」

　何も持っていない手が軽く動くと同時に、ミゼットとリリーが声を上げた。二人が手に持っていたはずの燭台や火かき棒が消えている。

「セラフィナ王女も、そんな危険なものは手放していただこう。その刃が万が一にでもあなたの肌を傷付けようものなら、この地上から全ての刃物を消し去らなければならなくなる」

「あっ……」

　両手で握りしめているはずのナイフの柄が、溶けるように感触をなくしていった。セラフィナは信じられない気持ちで両手を広げてみるけれど、そこには何も残ってはいない。

「セラフィナ王女。たとえあなた自身でもあなたを傷付けるのはやめていただこう。どれほど嫌がっても無駄だ。私を嫌ったとして、あなたに逃げる術はない」

「……」

　また一歩近付いてきた男性を見つめて、セラフィナはあることに気が付いた。

「ノーラの紋章……？」

　闇色のローブの左胸に、銀の装飾に青い百合花を描いた胸章が付いている。ノーラ王家を象徴するその紋章は、王家から功績者へと特別に授与されるものだ。王を護る騎士や、非常に優秀な技術者、国に多大な貢献をした者にのみ持つことを許される特別なもの。この十年間目にすることはなかったけれど、セラフィナの心には懐かしく記憶されていた。

　父王が信頼を置く近衛騎士がその胸章を身に付けていたのを覚えている。レチノ王国に来てからは、想像の中だけで思い描いていたものだった。青い百合花を胸に付けた騎士が、ここから救い出してくれるかもしれない、と。

「まさかあなたは……ノーラ王国の騎士なの？」

　セラフィナの言葉に、眼鏡の奥の青い目が露骨に歪んだ。

「ありえない。断じて騎士などではない。そんな野蛮なものでは決してない。まさかあんなものと同一視されるとは」

「ご、ごめんなさい。そうよね、あなたは魔術師……なのね」

　ものすごく嫌そうな顔をしていたので、セラフィナは思わず謝ってしまった。

　ノーラ王国では、魔術の研究はほとんどされていなかった。魔術を使える人間がほとんどいない上に、複雑で難解な魔術についての情報も少ないからだ。

　セラフィナが知る限りでは、ノーラにいる魔術師は、他国から招いたただひとりだけ。それも、亡くなった祖父王よりも歳が上の穏やかな雰囲気の老人だった。目の前にいる男性は、その老人よりもうんと若い。

　にわかには信じがたいものの、こうして目の前に立っているのだからそれが真実なのだ。

「ではあなたは、セラフィナ様を、我々を助けに来てくださったのですね？　ノーラ王国は私たちを忘れていなかったのですね？」

　リリーが期待を込めた声で尋ねると、魔術師はそれをちらりと見やり、それからまた視線をセラフィナに戻した。

「私の人生であなたを忘れたことなど一度もない。誰が生涯の伴侶となる相手のことを忘れられると？」

「生涯の、伴侶？」

　セラフィナが戸惑ったように呟くと、魔術師は暗い笑みを浮かべて言った。

「もちろんあなたのことだ、セラフィナ王女。私がここに来たのは他でもない。セラフィナ王女。あなたをノーラへ連れ帰り、そして私の妻にするためなのだから」







３








　妻にする。

　予想だにしなかったその言葉にセラフィナが呆然としていると、ミゼットが声を上げた。

「何を言っているの？　セラフィナ様を妻にだなんて……ノーラにいらした頃も婚約していらっしゃらなかったのに」

「当然だ。そんな者がいたならとっくに呪い殺している。レチノの後宮には男の衛兵が入ると知ったときにも、どれほどこの国の男どもを不能にしてやろうと思ったか……セラフィナ王女。まさかあなたの肌をくだらぬ男に指一本でも触れさせてはいないだろうな？」

「まあ、なんて無礼なの！」

　ミゼットが今にも襲いかかりそうな勢いで憤慨したので、セラフィナは慌ててそれを止めた。

「ミゼット、落ち着いて……私は誰にも触れられていませんわ。今夜……そうなる予定でしたが、この通り無事なままです」

「今夜だと!?　なんてことだ、あと数時間遅れていれば……やはり計画が甘かった……だが無理に突入していれば入手した情報も不正確で人員も……いや、いっそあの国王を先に地獄へ落としていれば……あの新月の夜なら確実に……」

　声を荒げた魔術師は、またぶつぶつと呟きながら部屋を歩き回り始めた。呪い殺すだとか拷問だとか、ときどき物騒な言葉も聞こえてくる。

　ノーラ王国からセラフィナたちを救い出しに来てくれたはずの相手は、セラフィナが想像していた姿とはかけ離れていた。

　夢物語で語られていたような忠誠心溢れる屈強な騎士ではなく、背が高いけれど少し細身の男。剣で道を切り開くのではなく、魔術で部屋に入り込んできた。そして力強く手を握って連れ出してくれるのではなく、独り言を呟きながら部屋を歩き回り、時々声を荒げては頭を掻きむしっている。

　それに、先程の言葉。

「あの、魔術師様。なぜ私を、その、妻にするとおっしゃったのですか？」

　セラフィナが声をかけると、魔術師はぴたりと動きを止めた。そして青い目がゆっくりとセラフィナを捉えると、薄い唇が歪んで笑みを作る。

「それはセラフィナ王女、あなたをここから連れ出すのは私だからだ。ノーラ国王は誓約を交わした。レチノの鎖を断ち切りセラフィナ王女をノーラに連れ戻した者には王女と結婚する権利を与えると」

「お父様が？」

「お疑いならこれを破いてみるといい。魔術師と交わした誓約書は、破けも燃やせもしないのだから」

　魔術師はローブの懐に手を入れると、丸めた紙を取り出した。セラフィナは差し出されたそれを受け取ると、広げて文章を読む。

　細かい字で書き込まれているそれには、確かに『上記を満たした者がノーラ王国第一王女セラフィナとの婚姻を希望する場合、それを許可する』という文言が王の署名と共に記されてている。

「まさか……」

「驚くのも無理はない。身勝手に結婚を決められて従わないつもりでも結構。ただ現状、あなたをここから救い出せる人間はこの私しかいない。そしてこの国は今夜から混乱と戦いの坩堝るつぼになる。あなたは私を拒めないはずだ」

　窓の外には、相変わらず炎が踊っているのが見える。反乱軍が王宮を襲ったのであれば、この後宮もその手からは逃れられないだろう。もし王権が奪われることになれば、侵略王に屈して領土となった各地の民も自由を求めて武器を手に取るかもしれない。

　この状況でセラフィナがノーラ王国に帰るためには、誰かの助けが必要なのは事実だ。しかし、救出に来た相手と結婚するだなんて、なぜ誓約として明記されているのだろう。

「セラフィナ王女。私ならあなたを確実にノーラへ帰すことができる。この燃えかけた花園に残ってその身を危険に晒すか、おとなしく私と結婚して国に帰るか。聡明なあなたであれば選択を間違えないはずだ」

　魔術師は痛いほどまっすぐにセラフィナを見つめ、手を差し出してきた。

　この国に残るという選択肢は、セラフィナの中にはない。それがこの魔術師との結婚を意味するということについては、今のセラフィナにはまったく実感がわかなかった。

「セラフィナ様……」

　小さな呼びかけに視線を移すと、リリーが不安そうにセラフィナを見つめていた。ミゼットも戸惑った表情で、セラフィナと魔術師を見ている。その視線で、セラフィナは自分の身分を思い出した。

　私の決断は、私一人だけのものではない。

　セラフィナは顔を上げ、魔術師の青い瞳を見つめた。

「お願いがあります」

「……結婚したくないという願いなら無駄だ」

「いいえ、そうではありません。後宮にいる他国の王女も、助けていただきたいのです」

　魔術師は訝いぶかしげな表情でセラフィナを見つめた。セラフィナはその視線に負けないように、姿勢を正してからゆっくり息を吸う。

「ここへ連れてこられた王女は、私だけではありません。それぞれが祖国を想い、責任を負ってここで暮らしていました。それを助ける侍女たちも同じです。どうか、彼女たちも故郷へ帰れるよう、助けていただけませんか？」

「ここにいる全員をこの私に助けろと？」

　大陸中央部にあるレチノ王国は、四方に手を伸ばした。ノーラと同じく同盟のために王女を送り込んだ国は多く、後宮には王女だけでも二十人以上が住んでいる。ノーラとは正反対の方角からやってきた王女もいるのだから、反乱が起きているレチノから全員を助け出すのは簡単なことではない。

　セラフィナは運良く救いの手が差し出されているけれど、他の王女はそうとは限らない。今から反乱の知らせが国に届いて、そこから救援として騎士が乗り込んだとしても、国によっては何ヶ月もかかることもあるはずだ。若く美しい王女たちが、それまで無事でいられる保証などない。それに、全員が国を出るには、何人もの騎士とたくさんの物資が必要になる。

　けれど、魔術師ならば、普通ではできないこともできるかもしれない。セラフィナは今日まで魔術を見たことがなかったけれど、魔術師の力は強大で、想像できないようなことも可能にすると聞いたことがあった。

「約束してくださるなら、私はあなたの妻になります」

「……王女は魔術師の力を侮っていらっしゃるようだ。もし無理難題をふっかけて結婚を避けようとしているなら」

「いいえ、違います。どうか全員が無事に故郷へ辿り着けるよう、その力を貸してほしいのです」

　結婚を避けるための言い訳と捉えられ、断られてしまえば何もできなくなってしまう。セラフィナは自ら進み出て魔術師に近付くと、黒いローブの前に跪ひざまずき、両手を組んで青い目を見上げた。

「どうかお願いします。もし聞いていただけるのなら、私は何でもします」

「な……」

　魔術師はセラフィナの行動に目を見開いて絶句した。背後にいるミゼットとリリーが息を呑み、小さく「セラフィナ様」と声を上げたのも聞こえた。

　セラフィナは神への祈りと王への拝謁のほかに跪いたことはなかった。王女として、その神聖な二者以外へ跪いてはいけないと厳しく教えられてきたからだ。

　けれど、こうする他に、セラフィナは方法を知らなかった。

「お願いいたします」

「わかった。助けるから、それをやめてくれ。王女がそんな言葉を軽々しく口にすべきではない」

　セラフィナの無茶な願いに、魔術師はあっさりと頷き、早く立てと急かした。

「……本当に？　助けてくださるのですか？」

「本当だ。だから早く立つんだ。悪魔か？　悪魔なのかあなたは」

　魔術師はぶつぶつと呟きながら、セラフィナの手首を握って引っ張った。意外に強い力はあっさりとセラフィナを立ち上がらせ、よろけた身体を支えた。

　セラフィナは、魔術師の手が熱いことに驚いた。その熱と力に、目の前にいる魔術師も人間なのだと改めて気付かされたような気持ちになる。

「何でもすると言ったからには、当然私と結婚するのだろうな」

「はい、結婚します」

「その言葉を誓約にしても構わないと？　魔術師の誓約は何よりも強い。違えれば魂を焼き尽くすが、それでも？」

「構いません」

　セラフィナが頷くと、魔術師は握ったままのセラフィナの手首を動かして手のひらを上向きにした。そしてその上に、自らの右手を重ねる。手のひらにも、熱い体温が伝わってきた。

「セラフィナ王女、あなたが私と結婚し、共に暮らし、共に食べ、共に眠り、生涯を共にすると誓うのであれば、私はあなたを含めた後宮の王女とその侍女を無事にレチノ王国から救出し祖国へ送ることを誓う。この誓約に異議は？」

「ありません。誓約します」

　セラフィナが頷くと、魔術師は小声で短く何かを唱えた。そして重ねていた手を浮かせると、セラフィナと魔術師の手のひらの間に丸まった紙が出現する。何もなかった手に現れた紙にセラフィナは驚いた。

　魔術師が手を下げると、その紙は浮いたままでひとりでに広がった。その上等な紙には、魔術師が言った通りの誓約が記されている。

　魔術師はペンを差し出しながらセラフィナに告げた。

「誓約書にサインを。そして口に出して誓約を締結させてほしい。王女セラフィナは誓約を違わずにアルベルトと結婚すると」

　セラフィナはペンを受け取り、そして気が付いた。

　自分は名前も知らない相手と結婚しようとしていたのだ。

「アルベルト様……」

「そう畏まらないでもらいたい。王女に様と呼ばれるほどご大層な身分ではないし、結婚すれば身分は同等だ」

　アルベルトはそう言ったものの、誓約書にサインをして、誓約を口に出すときにはやはり呼び捨てにはできなかった。

「……わたくし、ノーラ王国第一王女セラフィナは、誓約を違わずアルベルト様と結婚することをここに宣言いたします」

　神に真実を誓うときのように、セラフィナは片手を上げて誓約を口にした。その瞬間に、アルベルトの強い視線が緩み、薄い唇にはゆっくりと笑みが浮かんだ。そして返されたペンを走らせるように誓約書にサインをして、アルベルトもまた誓約を口にする。

「我が名はアルベルト・ユーグ・トワ。誓約を守り、王女セラフィナを妻とする」

　アルベルトの言葉と共に薄く光を放った誓約書は、またひとりでに丸まって細長くまとまった。アルベルトはそれを掴み、懐へとしまい込む。そうして王女と魔術師の誓約は成った。
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　私、相手のフルネームも知らないままで、誓約をしてしまったわ。

　セラフィナはそう思いながらぼんやりとその様子を見つめていたが、急に腰を抱き寄せられて短い悲鳴を上げた。

　いきなり抱き寄せられたセラフィナは、腰に巻き付く腕の力のままにアルベルトのローブを着た体にもたれかかることになった。背の高いアルベルトに引き寄せられ、セラフィナの鼻が黒いローブに少しぶつかる。アルベルトは香木や薬草に似た香りを纏っていた。

　リリーが声を上げる。

「セラフィナ様！」

「誓約したからには、もはや夫婦となったようなものだ。我々は少し時間を頂く。お二人は外に出ておくなり先に帰るなり、好きにするといい」

　アルベルトが空いている手を空中で動かすと、部屋のドアを塞いでいた鏡台がふわりと浮いて移動し、開錠の音が響いてドアが開いた。廊下からは、先程まで聞こえていた叫び声や怒号は聞こえない。

「さあ、夫婦二人きりにしてくれ」

「いきなりそのようなこと……！　無礼です！　姫様をお離しなさい！」

「無礼とは？　セラフィナ王女は私に何でもすると言った。それを証明してもらうだけだ」

　アルベルトが「何でもする」を強調して言ったので、セラフィナの心臓はどきりと跳ねた。

「いくらなんでも……」

「リリー、私は大丈夫よ」

　セラフィナは一度口を閉じてから、再び侍女たちへ話しかける。

「ミゼット、あなたたちは外に出ていてくれる？」

「セラフィナ様」

「あなたたちの部屋で待っていて。もし反乱軍が来たら……」

「その心配をする必要はない。侵入者はすでに消した。後宮に人が踏み込んでくることはない」

　セラフィナがアルベルトを見上げると、彼は特に表情も変えずに言った。確かに、ドアが開いているのに騒ぎの音は窓からしか聞こえてこない。

「あの、魔術を使ったのですか？　もう？」

「ひとまず後宮自体に手出しさせないようにしただけだ。まだ王女たちはここにいるが……のんびりしていて誓約を破られても困る」

　誓約をして、まだいくらも経っていない。それなのに、アルベルトは後宮にいる王女を守るために何らかの魔術を使ったらしい。後宮へ入ってきていた反乱軍を追い出すことだけでも、簡単に行えるとはセラフィナには思えなかった。

　魔術とは、それほどまでに強力なものなのだろうか。それとも、アルベルトが魔術師として飛び抜けた才能を持っているのだろうか。

　どちらにしろ、セラフィナとの約束を守るつもりでいるということは伝わってきた。

「ミゼット、リリー。私たちを二人きりにしてほしいの。アルベルト様の言う通り、ここはもう安全よ」

「セラフィナ様……」

　セラフィナの言葉に、ミゼットとリリーはしばらく躊躇ためらってから頭を下げて退出した。扉が再び閉まり、そして鍵のかかる音がする。

　広い部屋に二人きりなのに、これほど近い距離にいると思うとセラフィナは少し落ち着かなくなる。

「侍女を自ら下げてしまって後悔しているご様子だな」

「い、いえ」

　セラフィナが慌てて否定すると、アルベルトはセラフィナの頬に手を添えてその視線を青い目に固定させた。

「それとも、これからどのようなことをされるかご存知ないと？」

「……いいえ……」

　お召しがなかったとはいえ、セラフィナは後宮で十年を過ごしてきた。男性が女性に何を求めるのかは話に聞いている。

「では、『何でもする』と言ったのは、こういうことも含めてのことだったと？」

　いいえ、とも、はい、とも言えない質問だった。助けてもらえるなら何でもすると思ったのは本心からだったけれど、その「何でも」を具体的に考えていたわけではない。けれど、今でもセラフィナの決意に嘘はなかった。

「アルベルト様がお望みなら」

「……セラフィナ王女、あなたはいつもそうだ」

　眉を顰ひそめて言ったアルベルトの言葉に、セラフィナは目を瞬かせた。

「え、」

「何でもない。では、望み通りにしてもらう」

　セラフィナが聞き返す前に、アルベルトはセラフィナをさらに力強く引き寄せた。そして息がかかる距離でセラフィナを見下ろしながら、囁くように告げる。

「舌を」

「え？」

「舌を出してくれ」

　舌？

　セラフィナはもう一度聞き返したい、と心の中で思った。舌を出すだなんて、どうしてそんなことを求められるのだろう。何かの聞き間違いかもしれない、そう思うものの、アルベルトはじっとセラフィナを見つめている。

　セラフィナは恐る恐る口を開き、そっと舌を伸ばして空気に触れさせた。

　眼鏡の透明な薄硝子の向こうにある青い目が、セラフィナの舌を見つめている。アルベルトは息を呑み込むように喉を鳴らした。

「もっとだ」

　セラフィナは言葉通り、舌をさらに外に出した。アルベルトの片手が頬に触れてセラフィナの顔を上向かせているので、アルベルトに対して舌を見せ付けているような状態になっている。マナーとして教えられた訳ではないけれど、舌を誰かに突き出すだなんて失礼に感じる。けれどアルベルトの視線が、セラフィナの舌を引っ込めたい気持ちを押さえつけていた。セラフィナは居心地の悪さを感じて、視線を彷徨わせる。

「セラフィナ王女」

　低い声で呼ばれて視線を戻すと、顔に影がかかった。それと同時に、ぬるりと温かいものが舌に触れる。セラフィナが驚いて舌を引っ込めると、それを追うように温かいものが口内へ入ってきた。青い目が間近でセラフィナを見つめている。

「んっ」

　キスをされている。

　セラフィナが目を閉じると、アルベルトの舌が口内を舐めるように蠢うごめいた。上顎を舐められ、舌を突かれて、逃げたセラフィナの舌が絡め取られる。唇の端からこぼれそうになった唾液を、アルベルトが音を立てて吸った。

「……んんっ」

　思わず声を上げると、さらに強く抱きしめられる。キスの合間に、アルベルトは吐息のように呟いた。

「セラフィナ王女……」

　さらに続けられる口付けにセラフィナが一歩下がると、それを許さないようにアルベルトが一歩近付く。それを何度か繰り返して、セラフィナの踵がベッドの脚に軽くぶつかった。その感覚に目を開くと、ずれた眼鏡の奥で青い視線がじっとセラフィナの表情を観察しているのが見える。

「ああ、あなたのこんな表情が見られるだなんて……想像していたよりもずっと美しくて、扇情的だ……」

　笑みを浮かべながら呟くアルベルトは、頬を上気させ、食い入るようにセラフィナを見つめている。自らの薄い唇を舌で舐めると、アルベルトはセラフィナの額に頬を付け、そして輪郭を辿るように頬擦りをして、こめかみの後ろに鼻を埋めた。

「本物のあなたは……思っていたより痩せている。香りも違う……これはレチノ産の香木か？　あなたには似合わない。纏うならもっと花のような……青百合や春の野原のような香りの方がいい……いや、何もつけなくても……」

　アルベルトが耳の近くで呟くので、セラフィナにはその言葉がきちんと聞き取れた。聞き取れてしまった。

「服もこんな過剰な装飾は必要ない。暗い赤と緑はだめだ。薄青の柔らかい……ネーデ地方で織られた絹がいい。この白い柔肌には痕ひとつ付けないような……」

　ネーデ地方は、ノーラ王国有数の絹の産地だった。セラフィナも幼い頃は、薄青色のゆったりしたドレスを着ていた。聞き覚えのある地名に懐かしい気持ちが甦りそうになるものの、セラフィナの背中とドレスの境目を撫でる指がそれを邪魔した。

「……この肌にこんな生地を合わせるなんて、レチノの衣装係は何をしていたんだ」

「い、衣装は、後宮の王女みんなのものに同じ生地が使われています」

　ぶつぶつと恨みがましく呟かれる言葉に、セラフィナはつい口を挟んだ。セラフィナが着ている生地も、ネーデ地方のものには劣るが十分に高価なものだ。

　けれどアルベルトはその情報には興味がないらしく、編み上げの紐を解いてドレスを緩め始めた。セラフィナは思わずドレスが脱げないように胸元を押さえるものの、いつもの着替えとは違う感覚に気が付く。

　見下ろすと、ドレスが消えていく。先程セラフィナの手からナイフが消えたときと同じように、赤と緑の刺繍が施されたドレスが溶けるように消え、肌と下着が徐々に見え始めていた。

「あっ」

　感じたことのないドレスの脱げる感覚に驚いたセラフィナは後退ろうとして体が傾いた。転ぶ、と目を瞑ったセラフィナは、すぐに違和感に気が付く。

　セラフィナの体を、見えない力が支えている。優しく包み込まれるような感覚に驚いていると、アルベルトは眉を顰めて口を開いた。

「危ない。たとえベッドの上とはいえ、勢いよく転んで怪我でもしたらどうするつもりなんだ。それとも、セラフィナ王女、あなたは私を誘っているのか？　自らベッドに乗り上げるだなんてそうとしか思えない。その姿で、その目で……」

　ゆっくりと傾いていくセラフィナを、アルベルトの視線がじっとりと見つめていた。柔らかなベッドにセラフィナの体が落ち着くと、黒いローブの裾を払うようにアルベルトもベッドに膝をついて近寄ってくる。

「なんて煽情的なんだ……セラフィナ王女、あなたは私の理性を壊そうとしているとしか思えない」

「そんなつもりはありません……」

「あなたは無意識に人を惹きつけてしまう。この後宮の主が見る目のない人間でよかった。あなたの美しい目に惹かれない男などこの世にあの侵略王くらいのものだろう。他の男がその目を見ると想像するだけで、世界など滅びてしまえばいいのにと本気で思う。いやむしろ王女を狙う男が近寄ってくる前に全員滅ぼすべきなのではないか？　レチノは当然だが、周辺の国も……いやノーラの男だって油断すべきではない。もし私のセラフィナ王女に手を出すような奴がいたら、業火に投げ入れるだけでは……」

「ア、アルベルト様？」

　セラフィナを腕で閉じ込めるように覆い被さるアルベルトは、セラフィナを見つめているのに、どこか遠くを睨んでいるようだった。

　聞こえてくる呟きがなんだか物騒な方向に向かっているように感じる。

　少し違った不安をセラフィナは覚えながら、アルベルトに恐る恐る声をかけた。

「その……国を滅ぼすなど、国の紋章を預かる身で口にしてはいけませんわ」

「紋章？　ああ、誓約と引き換えに王から貰ったこれか。このおかげであなたに身分を疑われずに済んだのだったな」

　アルベルトは片眉を上げて自らの胸に付いたそれを見ると、興味なさげにローブを脱ぎ、ぞんざいにベッドから放り投げた。セラフィナは唖然とそれを見る。限られたものしか賜ることのできないその紋章を得た者は、セラフィナの知る限り、それを命よりも大事に扱っていたはずだ。

「あの紋章は、お父様が国を守る忠義に贈るものなのに……」

「忠義などない。私は正直、ノーラの国についてそれほど思い入れはない。国の魔術師となったのは、あなたを迎えに来るためだ。あなたが手に入ればあとはどうでもいい。あなたが滅ぼせと言うなら滅ぼしてもいい程度には」

「ほ、滅ぼしてはいけません！　国の魔術師は、ノーラ王国を繁栄に導くと誓っているのではないのですか？」

「あなたがそう願うなら滅ぼさない」

　あっさり告げられた言葉に、セラフィナはまた唖然とした。セラフィナが故郷の王宮で暮らしていた頃の記憶を思い返しても、これほど国への忠誠心がない者を見たことがない。レチノ王国の後宮でも、誓う国王は違うものの、近衛兵も使用人も王に従い暮らしている。国を滅ぼすなどと軽々しく口に出すような人間は、セラフィナの周囲には今までひとりたりとも存在しなかった。

　しかも、その言葉もセラフィナの言葉であっさり覆してしまったのだ。

「滅ぼしては……だめよ。ノーラ王国も、他の国も」

「そうであれば助かる。魔術師としての腕は悪くはないと自負しているが、流石に国を崩すとなると時間も手間もかかるはずだ。そんな暇があれば家で妻と過ごす方がいい」

　普通のことのように話すアルベルトは、セラフィナが命令すれば本当に国を滅ぼしてしまうような気がした。魔術師にそれほど強大な力があるのかはセラフィナにはわからなかったが、事実、レチノ王国の中枢を反乱軍が襲っている。アルベルトがそれを手引きしたのだとすれば、滅ぼすことも不可能ではないように感じる。

「私は、ノーラに平和が続くことを願っています。お願いだから滅ぼさないで」

　セラフィナが改めて言葉にすると、セラフィナに覆い被さり真上から見下ろしているアルベルトがゆっくりと口角を上げた。

「あなたにお願いされるのは、それだけで快感にも似た愉悦を感じる。セラフィナ王女、あなたの願いは叶えよう。何でもすると言われて、叶えない人間などいない……」

　アルベルトは嬉しそうに呟くと、ゆっくりとセラフィナとの距離を縮めた。熱い息がセラフィナの唇にかかり、そして熱い舌が口を開かせるように舐める。

「んっ……」

　アルベルトの舌がセラフィナの口内に侵入し、隅々まで確かめるようにねぶる。ベッドに体を預けているセラフィナは、先程のように逃げられずに、そのぞくぞくする感覚を受け入れることしかできなかった。ぴちゃぴちゃと聞こえる水音が自分の口からでていることが恥ずかしく、セラフィナはいたたまれなくなって足をもぞもぞと動かす。アルベルトが熱心にセラフィナの口を貪るにつれて、セラフィナの体中が恥ずかしさで熱くなっていくのがわかった。

「……待て」

　息を少し荒げたアルベルトが、急に口を離す。解放された口で息をするセラフィナは、距離を取ったアルベルトをぼんやりと見上げた。覆い被さったアルベルトが片手でセラフィナの口を開かせた。

「やはりこの味……薬草か？　セラフィナ王女、何を飲んだ？」

「え？」

　アルベルトは再び顔を近付けた。しかしそれは口付けのためではなく、セラフィナの口内を見つめるためだった。その目はねっとりした視線ではなく、冷静で厳しい視線をセラフィナに注いでいる。

「特殊な調合をしてあるものだ。基材は覚えがあるが、主成分に知らないものが混ざっている。瞳孔は開いていないな。呼吸音も問題ない……セラフィナ王女、どういう類のものを飲んだんだ。まさか自害しようと思ったのではないだろうな!?」

「自害？　いいえ、私は何も……」

　焦ったように問いただすアルベルトに、セラフィナは面を食らったように口をつぐむ。そして思い出した。

「あの、王のお召しに備えてその……避妊の薬を」

「避妊？」

「後宮で子を授かることは、とても危険なことだからと」

　セラフィナはそう説明するが、アルベルトは眉を顰めたまま何か考え込んでいた。その顔を見上げながら、セラフィナはアルベルトが避妊の薬に気が付いたことに驚いた。ダイナ王女に貰った薬は確かに特徴的な強い味をしていたけれど、水を飲んでしばらくすると口の中は落ち着いた。セラフィナ自身はもうその味は感じていないけれど、アルベルトにはわかったようだ。

「避妊薬にしては配合がおかしい」

「え？」

「本来の効能以外に神経に作用するものが入っている上に、リガーの実独特の味がする」

「リガーの実……ですか？」

「そうだ。催淫効果があることで有名な木の実で、避妊効果には全く関係がない」

　アルベルトの説明に、セラフィナは驚いて目を見開いた。ダイナ王女の説明では、そのような効果があるものだとは一言も言っていなかった。

「あの薬は……緊張を解きほぐす効果があると」

「緊張も解きほぐれるのは確かだが、本来はもっと別の場所をほぐすためのものだ」

「あっ！」

　アルベルトの手が、セラフィナの左の胸を包み込む。肌に直接触れた感覚に、セラフィナは驚いた。ドレスだけでなく、いつの間にか下着までがなくなってしまっている。セラフィナは思わず触れた手を押しのけようとしてしまったけれど、アルベルトの手は振り払われることはなかった。

「あ……」

「リガーの実は服用すると感覚が鋭敏になり、思考を鈍らせる。摂取量によって症状は違うが……敏感に感じるか？」

「あっ、あぅ……わ、わかりません……」

　胸を包む手が動くと、その中心にある頂が手のひらに擦れてじんとした甘い痺れを伝えた。その感覚にセラフィナは声をあげてしまう。この感覚がリガーの実のせいなのか、そうではないのかセラフィナにはわからなかった。

「過剰に摂取すれば、この程度の刺激で気を失うほど感じるらしい。あなたの反応を見るに、さほど多くはなかったようだ」

「あっ！　あぁっ……！」

「おそらく、無理な性交で傷を作らぬための配合だろう……避妊薬は副作用も多い。その苦しみを和らげる目的もあるか」

「ぁんっ」

　右の乳房の頂を、アルベルトの指が優しく擦る。それだけでセラフィナは声が漏れてしまうのを堪えられなかった。

　アルベルトがじっと見つめてくる視線が恥ずかしい。

「み、見ないでくださいませ……」

　セラフィナが弱々しく告げると、アルベルトは目を見開いた。そして次の瞬間には、セラフィナの口を塞ぎ熱い舌で蹂躙じゅうりんする。

「んっ……！」

「……そんな目で言われれば逆効果でしかない、セラフィナ王女……あなたのこの姿を見るのは、この世界で私だけだ」

「んん、あぁ！　あっあっあっ……！」

　硬くなった蕾を指で擦り上げた手が、セラフィナの体を辿り下腹部へと移動する。その動きだけで、セラフィナは背を震わせた。

「あ、だめ……っ！」

　アルベルトの長い指が触られたことのない場所へと忍び込みそうになり、セラフィナは脚に力を入れてそれを防ごうとした。しかし指は抵抗もなく動く。

「ああ、これほど濡れて……セラフィナ王女、薬の効果が出始めている。リガーの実の効果は発散しなければ苦しむだけだ。申し訳ないが、耐えてもらう」

「あぁっ！」

　アルベルトの指が熱を持ったところに届き、セラフィナの体は跳ね上がった。ほんの少し触れられただけなのに、全身に痺れが走るような強い快感が走る。

「あっあっ、だめ、やめて……っ！」

「絶頂しなければ、あなたが苦しむことになる……セラフィナ王女、ああ、可哀想に……！」

「あぁっあぅ、あっ！」

　アルベルトは口ではそう言いながら、興奮したようにセラフィナを見つめて指を止めなかった。セラフィナはその動きの全てに翻弄されるように、シーツを蹴って背を反らす。顎を上げ目を瞑ったセラフィナに顔を近付けてアルベルトは囁いた。

「目を開けるんだ、セラフィナ王女。あなたに触れているのが誰か、あなたの夫になるのが誰なのか、きちんと見ながら達してくれ」

　胸を刺激していた手が、セラフィナの頬に添えられて視線を導く、セラフィナが目を開くと、アルベルトの意識がじっとセラフィナに注がれていた。まっすぐに見つめるその視線が、セラフィナの熱をあげていく。

　見つめられたままに、だんだんと強くなる刺激を全身で感じる。

「あ、だめ、ああ、あっあぁーっ!!」

　セラフィナは白い閃光に焼かれるような激しい衝動に追い詰められた。強い刺激に全身が包まれて、体が意志とは関係なく跳ねる。

「あーっ、あ、あっ、あぁっだめ、あっあっあーっ!!」

　激しい快楽のなかで、アルベルトの指がさらにセラフィナを追い詰めた。もう感じることができないほどの刺激なはずなのに、アルベルトの指が水音を立ててセラフィナをさらに上へと追いやる。

「セラフィナ王女……っ」

「あぁっ……!!」

　息が詰まり、お腹の奥が激しく収縮する。激しすぎる感覚が突き抜けるのを、セラフィナは青い目を見つめながら感じていた。

「あ……」

　全身の力が抜け、跳ねていた背中がシーツにつく。投げ出した手足から、力が抜け落ちていくように感じた。少し開いた唇に、熱い舌が挿し込まれる。

「ん……」

「……今日はこれ以上は何もしない。体を休めるといい」

　まぶたが重く、意識が深く沈んでいく。セラフィナは自分を見つめる青い目に吸い込まれるように、意識が塗りつぶされていくのを感じた。
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　気を失ってしまったセラフィナが目を覚ましたのは、小ぢんまりとした宿屋の一室だった。そばに付き添っていたミゼットとリリーの説明によると、セラフィナたちはすでに後宮から抜け出し、レチノ王国と隣接する小国の宿屋にいるらしい。他の王女たちも同様に後宮を脱したと教えられて、セラフィナは息を吐いた。

　出られないことを覚悟した後宮を出たというのに、その実感がわかないほどにあっけない。

「セラフィナ様、お身体はつらくありませんか？」

　気遣わしげなミゼットの言葉で、ぼんやりしていたセラフィナは動揺した。

「え、ええ。大丈夫よ」

「あの魔術師によると、避妊薬の副作用でしばらくは体調が悪くなるとのことでした。本日はゆっくりお過ごしくださいませ」

「そうなの……」

　ミゼットが指していたのが寝台の上での出来事のことではないと気が付いて、セラフィナはホッとしながら頷いた。確かに、風邪を引いたときのようなだるさを感じる。他の王女たちが王のお召しの後で数日寝込んでいたのは、今思えば薬の影響もあったのかもしれない。

　もし薬を飲んでいなかったとしても、今日は横になって過ごすことになっていたかもしれない、と昨夜のことを思い出してセラフィナは思った。あのような激しい感覚は初めてで、とても薬のせいだけだとは思えなかった。

「セラフィナ王女」

「あ、」

　顔を上げると、アルベルトがドアを開けて部屋に入ってきていた。何か挨拶をしなければ、と頭では思うのに、眼鏡の奥の青い目と目が合うと途端に昨夜の恥ずかしさが湧き上がってきて何を話せばいいのかわからなくなってしまう。

「失礼」

　ベッドのそばまで来ると、アルベルトはセラフィナの顎に手をやって顔を上げさせた。瞼や首筋を触る手や、じっと見つめてくる青い目に緊張して、セラフィナは熱い顔を隠せずされるがままになる。

「副作用は心配したほどではないが、日中は横になり休んでおくように。夜にはノーラへ帰国する。生まれ育った王城の方が休めるだろう」

　アルベルトの言葉に、セラフィナは驚いた。

「ここからノーラへ？　すぐに帰れるのですか？」

「数ヶ所を経由して帰ることになるが体に負担はかからないはずだ。魔術での移動は慣れない人間からすると恐怖を感じるらしいが、運ばれる側には痛みも疲れもない」

「運ばれる側……アルベルト様には、痛みがあるのですか？　もしそうなのであれば、魔術ではなく馬車で帰るほうが良いのではないでしょうか」

　セラフィナの言葉に、アルベルトは少し意外そうに瞬いた。

「痛みはない。多少の疲労を感じるだけだ。流石にこうも距離が離れていると、魔術の精度も上げる必要がある」

「そうなのですか……」

　セラフィナはなんとなく、魔術師というのは泰然としていて造作もなく魔術を使っているようなイメージを持っていた。けれど、普通の人間が歩くと疲れるように、魔術師も魔術によって疲労が溜まるらしい。

「ご無理をなさるよりは、馬車を使ってゆっくりと帰るほうが」

「私はむしろご無理をしてでも連れ帰るつもりだ。それともセラフィナ王女は、ノーラに帰りたくない理由があるとでも？」

　予想外の質問に、セラフィナは首を横に振った。しかし、アルベルトの疑わしげな目付きは変わらずにセラフィナを観察している。

「改めて言っておくが、あなたが私の妻になることは確定している。どれだけ時間を伸ばそうとしても無駄だ。ノーラに帰り、可能な限り早く式を上げる」

「け、結婚を嫌がっている訳ではありませんわ」

「それなら結構だが、誓約を破ればあなた自身に罰が下ることになる。くれぐれも忘れないように」

　アルベルトは頷くセラフィナをじっと見つめると、ゆっくり休むようにと告げて部屋を出ていった。ドアが閉まる音を聞いてから、そばで控えていたミゼットとリリーが怒ったように口を開いた。

「何なのですか、あの態度は！」

「セラフィナ様と結婚する誓約を交わしたとはいえ、脅すようなことを……！」

　ミゼットとリリーの言葉を聞きながら、セラフィナは考えていた。

　セラフィナ自身は、結婚することに対して嫌だと態度に出しているつもりはなかった。実際に嫌だと思っているわけではないからだ。

　王族として生まれた者の責務として、定められた結婚をするのだと思っていた。レチノ王国へ行くことが決まってからはもう結婚はしないものだと思っていたけれど、後宮で暮らすこともまた自分が王族として果たすべき義務のひとつのように考えていた。昨夜、父王が救出した者にセラフィナとの結婚を許したと言われたときにも、驚きはしたものの、そう決められたのであれば従うしかないと思ったのだ。むしろ他国の王女も助けてくれるのであれば、喜んで結婚させてほしいと思った。

　アルベルトは今のところ、誓約を守ってくれている。セラフィナも同じく誓約を守って結婚をするという気持ちに変わりはない。けれど、アルベルトはセラフィナが結婚を嫌がっていると思っているらしい。

「……どうしてアルベルト様は、私のお願いを聞いてくれたのかしら？」

「姫様に求婚するのですから、条件を飲んで当然です」

「もし助けに来たのが騎士であれば、誓約などなくとも王女様方を守ってくれたはずですわ。それなのにあの魔術師様は、セラフィナ様の結婚と引き換えだなんて」

　しかし、アルベルトはすでに王が結婚を許可すると記した誓約書を持っていた。王女の結婚は王の許しがあれば成立するのに、アルベルトからすれば余計な条件を加えてまで、改めてセラフィナと誓約を交わす必要があったのだろうか。

　そもそも、なぜアルベルトは会ったこともないセラフィナとの結婚を望んでいるのだろう？

「セラフィナ様、横になってお休みくださいませ。私たちがそばにおります」

「ええ。魔術師様が失礼なことをしないよう、お守りしますわ」

　侍女たちに促されて、セラフィナは再び枕に頭を落とした。花瓶に活けられた青百合の花を見つめながらしばらく考えごとをしていたセラフィナは、やがて瞼が重くなり、眠りについた。

　夜になり、アルベルトの魔術でセラフィナはノーラ王国へ戻った。涙を浮かべて帰還を喜んだ父王や母王妃との再会の他には、セラフィナは身体を休めるためにベッドで過ごし、体調が戻っていつも通りに動けるようになる頃には、すでに結婚式の日取りが決まっていた。
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　急遽行われた結婚式にしては、盛大で華やかなものだった。

　セラフィナのドレスは寝込んでいるうちに仕立てられたのか、体型に合わせるために必要なこと以外は完璧に仕上げられていた。最高級の絹に、繊細なレース。ヴェールは母王妃から譲り受けたもので、ブーケの青百合も季節外れにも関わらず色鮮やかで美しかった。

「茶番は終わりだ」

　けれどそのすべてに興味がないかのように、アルベルトは教会での式が終わるとセラフィナを連れてすたすたと歩き始めた。

「あの、アルベルト様、この後には昼餐会があるのでは？」

「食事などどうでもいい。手配はしておいたのだから、集まりたい人間だけで好きにやらせておけば構わない。そもそもこんな大袈裟にするつもりではなかったのだから」

　参列者の祝福の言葉さえも面倒だと言わんばかりに仏頂面で対応したアルベルトは、セラフィナの父であるノーラ国王への礼も慇懃いんぎんだが素早く済ませ、そしてセラフィナを抱きしめるとその場から姿を消した。

「きゃっ……」

　浮遊感を感じたときには、セラフィナはすでに陽の差し込む教会から薄暗い部屋の中へと移動していた。全体的に暗い色調で統一された部屋は、厚いカーテンで日差しを遮られている。燭台の炎が家具の影を揺らしていた。ごく薄く、甘い香りが漂っているのにセラフィナは気が付いた。

「ここは……」

「私が所有している屋敷で、あなたが一生暮らす場所だ」

「アルベルト様のお屋敷なのですね」

「あなたのものでもある。気に入らないなら、後で家具でも何でも好みのものにすればいい」

「あっ」

　部屋を見回しているセラフィナを、アルベルトが背後から抱きしめる。うなじに息がかかって、セラフィナはそれだけであの夜を思い出した。

「ま、待ってください……」

「無理なことを。私がこの時をどれほど待っていたか……」

　囁きとともに首筋に歯を立てられて、セラフィナはぞくりと背を震わせた。

「あの厄介な薬さえなければ、あの夜にあなたを奪おうと思っていたのに……ここまで待つことになるとは」

「あぁっ」

「面倒な式などやめてしまおうと何度考えたことか。だがこれで、あなたは名実ともに私のものだ」

　首筋にかかる息が、少しずつ激しくなっていく。セラフィナを絡めとる腕がセラフィナの体をまさぐるように動き、その熱をセラフィナに移しているように感じた。

「あっ」

　体を締め付けていた純白のドレスがするりと溶け落ち、腕の熱がより近く感じる。アルベルトの手はもどかしげにビスチェをなぞり、そして双丘の間から手を入れた。

「あなたのここはとても柔らかい。ああ……セラフィナ王女、ここは少し硬いな」

「あっ……！」

　ビスチェの編み紐を緩め、熱い手がセラフィナの乳房を掴む。指の間に挟むようにして頂を刺激されると、セラフィナはその甘さから逃れようと体を屈めた。しかしアルベルトはさらに体を密着させるようにセラフィナを抱きしめる。アルベルトの手から熱が移り、体温が上がっていくように感じた。
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「あっ、あぁっ……」

「その甘い声だけで理性が燃やし尽くされそうだ。セラフィナ王女、あなたはどこまで私を追い詰めれば満足するのか」

「そんな……あっ！」

　頂に強い刺激を与えられ、セラフィナの膝の力が抜ける。かくんと崩れそうになったセラフィナを抱き留め、アルベルトは白い脚の間に自らの膝を入れて支えた。

「最初にリガーの実を摂取していてかえって良かったのかもしれないな。あなたはこうして快感を拾えている」

「あぁっ!!」

　秘所を指で撫でられ、セラフィナはびくりと体を震わせた。体を突き抜けたあの激しい衝動を思い出すだけで、ぞくぞくと力が抜けるような感覚に陥る。

「ああ、ほら、もう湿っている。意に沿わぬ結婚だからと拒まれるかと思ったが、少なくともあなたのここは一度で私を覚えてくれたようだ」

「あう……っ」

　アルベルトの指が触れ、セラフィナはそこからすでに液体が溢れているのがわかった。とろとろと溢れるそれをかき混ぜるように、熱い指が敏感な場所を掠めながら動いている。

「はっ……あ、あっ」

「純白に身を包んだあなたは美しかった。だが、今のあなたはもっと美しい」

　セラフィナが身じろぎすると、はらりと下着が落ちて音もなく消えていく。一糸纏わぬ姿のセラフィナは、アルベルトの膝と両腕に支えられてなんとか床に倒れこまずに保っていた。

「ああ、よく濡れている……セラフィナ王女、あなたのものが染み込んでいるのがわかるか？」

「あっ！」

　アルベルトが膝を持ち上げると、セラフィナの脚の間にそれが食い込んだ。しっとりと湿った黒い布が、セラフィナの秘所を刺激する。

「あぁ、だめぇ……」

「そのような声で言われれば、むしろもっとしてくれと頼まれているように感じることをよく理解しておくべきだ……っ！」

　耳元で囁いたアルベルトは、そのままセラフィナの首筋に歯を立てた。同時にセラフィナをさらに押し上げると、敏感なところを押し潰すように刺激されたセラフィナは背を反らした。

「あぁ、あっ」

　じんじんと脚の間から痺れるような刺激が伝わり、下腹部に溜まっていく。熱く敏感になった部分を擦るアルベルトの指が刺激を増幅し、胸の頂を押し潰すように揉む感覚がそれをさらに煽り、耳元で聞こえる掠れた声が下腹部の熱を全身に押し広げる。

「セラフィナ王女……」

「……あっ、あ、あぁー……っ!!」

　噛まれた首筋を吸われて、セラフィナが体を震わせた。びく、びく、と快感をやり過ごし、力が抜けたセラフィナを、アルベルトが抱えてベッドへと運ぶ。柔らかく上質なベッドにくたりと沈み込んだセラフィナは、自分を見つめる視線に気が付いた。

「あ……」

　その燃え上がるような瞳に、セラフィナの背がまた震えた。逃げ出したいけれど、体が動かない。乱れた息のままで何か言おうとすれば、それは言葉にならずに喉から漏れた。

　薄硝子越しのアルベルトの視線が、横たわったセラフィナを隅々まで舐め回すように見つめる。その視線に晒されるだけで、セラフィナはこれまでなんとも思っていなかった自分の手や足が、なんだか見られると恥ずかしいもののような気がしてしまった。

　肖像画を描かれたときとは違う、後宮に入るために値踏みされたときとも違う、激しい感情をぶつけるような視線。それに見つめられると、セラフィナはどうしたらいいのかわからなくなる。

　セラフィナが膝を曲げて脚を体に引き寄せると、アルベルトはその足首を掴んでぐいっと持ち上げた。重怠い体はそれに抵抗することなく、はしたなくセラフィナの中心を青い目に晒した。

「いやぁ、見ないで……！」

「ああ……セラフィナ王女、あなたは私を拒絶しているつもりかもしれないが、あなたのここは快感に応じてくれている」

「だめ、あっ！」

　脚の間に割り入ったアルベルトが、逃げようとするセラフィナの腰を持ち上げて自らの膝の上へのせた。何もかもが見られてしまい、その光景がセラフィナの目にも映る。不安と羞恥とまだ残る甘い余韻で心が激しく乱れ、恍惚こうこつとした表情でセラフィナの秘部を見下ろすアルベルトが涙で歪んで見えた。

「あなたの身を汚そうと思っているのに、どうしてあなたはこんなところまで美しいんだ。……赤く充血して、ここから溢れ出たもので光っている……」

「い、言わないで、お願い……あっ！　あ、あぁ」

　無防備なところを確かめるように、アルベルトの指がぬめりを帯びてなぞっていく。かすかな刺激に自分のそこが震えるのがわかって、セラフィナは両手で顔を覆った。

　閨ねやの教育では、こんなこと、習わなかった。

　慣れれば快感を拾うこともできると教えられたけれど、セラフィナはまだ慣れていないのにこんなにも体が痺れている。アルベルトの言葉だけでもぞくぞくしてしまうのは、セラフィナの体が淫らだからなのだろうか。閨の手順として教えられたものはまだ終えていないというのに、これからどうなってしまうのだろう。

「いや……こわい……」

　セラフィナが心情を漏らすと、秘部をなぞっていた指が止まった。

「……あなたの恐怖をなくす方法は知らないが、苦痛を和らげる方法は用意しておいた。なるべくあなたに痛みを感じさせないようにする」

　その言葉が誠実な響きを持っていたので、セラフィナは指の間から灯りに揺らぐ黒い影を見た。

「この部屋に焚き込めた香は、緊張を解きほぐす効果がある。薬香の効果は強いものではないが、その代わりに体に与える負担も少ない。甘い香りは女性が好ましく思うものだとも言われるし、夜薄荷よるはっかの新芽も調合してあるから不快にも感じにくいはずだ」

　アルベルトの言葉で、部屋に入ってきたときに感じた香りにセラフィナの意識が向いた。甘い香りは濃ければ胸が重く感じることがあるけれど、ここではうっすらと感じる程度で、確かに心地よく感じる。果物のような新緑のような香りは初めて嗅ぐものだけれど、どこか懐かしく思えた。

「とはいえ、この程度で破瓜はかの痛みを消せはしない。だからあなたには今から魔術をかける」

「……！」

　その言葉と下腹部に当てられた手の熱さに、セラフィナは思わず身を捩よじった。

「魔術としては、弱いものの類だ。薬を飲むよりも害がなく、効果も消えやすい……痛みや出血が消え、代わりに熱を感じる程度になるものだ。あなたに負担がないように構成してある」

　セラフィナは魔術に馴染みがない。不安に思う気持ちをほどくように説明したアルベルトは、セラフィナの下腹に手を当てたままでじっとセラフィナの様子を窺っていた。

「かけなければ、どれほどほぐしても痛みを伴うはずだ……どうか魔術を使わせてほしい。あなたの安全は私が保障する」

　アルベルトはじっとセラフィナを見つめている。その視線は、セラフィナの表情から読み取れるものを見落とさないように観察しているようにも思えた。

　セラフィナはしばらく迷ってから、かすかに首肯する。するとアルベルトの手が触れている部分が、温風に当たっているかのように感じた。

「あ……」

　セラフィナは少し頭を持ち上げて、自分の腹部を見下ろす。手が離された部分には、特に何も変化がないように見えた。

「……魔術は……」

「もう発動している。安心してほしい」

「あっ」

　アルベルトがセラフィナの敏感な部分を擦り、セラフィナはまた頭をシーツに押し付けた。しばらく充血した部分を刺激していた指が、やがて蜜の溢れる場所へ移動し、ゆっくりとセラフィナの中に沈み込んでいく。

「あぁ……っ！」

「痛みを感じるか？」

　アルベルトの尋ねた言葉に、セラフィナは返事ができなかった。自分の中に入り込んできたアルベルトの指が、内側に溜まっている熱い快感にそのまま触れているように感じる。ぐぷ、と水音を立てて指が蠢くと、そこからさらに熱が広がっていく気がした。

「あぁん、あ、あ、あっ」

「流石に狭い……」

　何も纏っていないのに、身体が熱くてしかたない。セラフィナが縋るものを求めてシーツを握ると、その手をアルベルトが握り込んだ。

「爪を立てるとあなたの指が痛む」

「……あ……」

　シーツから剥がすように指を伸ばされ、セラフィナの手には代わりにアルベルトの指が絡み付いた。セラフィナの下腹部を暴く指は容赦がないのに、繋がれた手から伝わる熱が温かい。その二つの間で戸惑いながら、セラフィナはもう一度快感の淵に達した。

「あぁーっ……！」

「……そろそろほぐれたはずだ。私もこれ以上は待てない」

　黒い衣服を脱ぎ捨てたアルベルトが、荒い息をしているセラフィナに覆い被さる。アルベルトがセラフィナの目を見つめながら、甘く痺れる場所に何かを押し当てた。

「セラフィナ王女……」

　吐息にのせられた名前に、セラフィナの心がざわめく。

「あっ」

　自分の中心に、何か大きなものが押し入ってくる感覚があった。

「あっあぁ……あ、あつい……！」

「くっ……セラフィナ王女……っ!!」

　身体の中で炎が燃え盛っているようだった。アルベルトが吐息を吐きながら腰を進めるたびに、お腹の奥にずぐ、と重い熱さが響く。逃げ出したいのに、楔くさびで穿うがたれたように動けない。怖いのに、熱が波となって甘さに変わる感覚から抜け出せない。

　やがてアルベルトとセラフィナの肌が触れ合い、覆い被さる背が大きく息を吐いた。それを見て、セラフィナも呼吸を思い出す。熱を逃すように何度も息を吐いていると、アルベルトが顔を上げてセラフィナを見つめた。

　青い目は、燃え上がるようではなく、どこか切なげに顰められている。

「あなたは私のものだ。誰にも渡さない……」

　アルベルトの手が、セラフィナの顔にかかる金色の髪を優しく払う。親指がまなじりに触れて、涙の跡を拭った。セラフィナが瞬くと、濡れた睫毛にそっと唇が寄せられる。涙を舐められる感覚がした。

　温かい。

　柔らかく口付けられてからセラフィナが目を開けると、見上げたアルベルトは眉を寄せた。

「……口を開けて」

　呻うめくように告げられた言葉に、セラフィナは口を開いた。

「舌を」

　セラフィナの舌が応じると、アルベルトがセラフィナと目を合わせたまま、自らの舌を重ね合わせた。湿った熱の上に、ほんの少しだけ涙の味を感じる。青い視線に耐えられなくなったセラフィナが目を閉じると、アルベルトが動いた。

「ふ……っ」

　舌を舐められ、舌先を突かれ、絡め取られて、唇が重なる。口付けが深くなるのと同時に、ずんと奥を突き上げられた。

「んん、んあっ、あっ、あぁ、」

　口付けを受け止めながら、奥まで入り込んだ熱に揺さぶられる。ぐちゅぐちゅといやらしく聞こえる水音が、舌を吸われた口から聞こえているのか、それとももっと深く交わっている場所から聞こえているのかセラフィナにはわからなかった。

　突き上げられるたびに、重い快感が少しずつ溜まっていく。

「セラフィナ王女、っ」

「あっ！　ああ、あ、あっ」

　唇を離したアルベルトが、そのままセラフィナの首筋に口を寄せる。セラフィナの秘所の敏感な場所に、鋭い快感が走った。

「あぁっ!!　あぅ、あっ」

　アルベルトが突起を押し潰すのと同時に、律動が速くなる。突き上げられて熱を溜め込んだお腹の奥の方が、膨張するように浮き上がるような感覚がした。

「セラフィナ王女……セラフィナ……!!」

「あっ、あ、アルベルト……さま……あっあっあっ」

　強く抱きしめられて、セラフィナの奥が快感に弾ける。

「く……っ」

「あっあっああぁ――っ!!」

　突き上げられた奥に熱いものが広がるのを感じて、セラフィナの身体はびくびくと震えながら快感に追い詰められた。下腹部で感じる波に背中が反り、自分を抱きしめるアルベルトに胸を押し付けるようにして息が詰まる感覚をやり過ごす。

「あ……はぁ……っ」

　身体の力が抜けても、セラフィナの中には甘い熱が留まり続けていた。
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　セラフィナは朝も夜もわからないまま、アルベルトと体を繋げて長い時を過ごした。セラフィナがこの屋敷で初めて朝日を見つけたのは結婚式から二日経ってからのことだった。

　目を開けると、青百合が見える。朝日を浴びたそれは、青く光るように佇んでいた。

「ん……」

　シーツだけを身に纏ったセラフィナが重い身体を起こすと、ちょうどノックの音が聞こえる。

「失礼致します。セラフィナ様、お支度をしに参りました」

「……ミゼット！　リリーも！」

　顔を出したのは、長年仕えてくれていた侍女たちだった。

　二人は身支度の品を運び込むと、セラフィナに微笑みかける。

「セラフィナ様にお仕えできるよう、魔術師様……アルベルト様が取り計らってくださったのです」

「そうだったの……また一緒に暮らせるのね。嬉しいわ」

　ミゼットとリリーは、元は王城に仕えていた侍女だった。嫁ぐとなると、家に仕える侍女とは離れ離れになることが多い。王宮に戻り結婚したことで十年以上姉妹のようにレチノで過ごした二人と離れなければいけないと思っていたセラフィナは、思わぬ吉報に心から喜んだ。

「湯浴みをいたしましょう。お湯を用意してあると聞きましたので」

「え、ええ……そうね」

　自分の姿を思い出し、セラフィナは赤面する。アルベルトとこの部屋で過ごした長くて熱い時間の中で、一度、浴槽に浸かったのを何となく覚えている。とても人に言えるような状態の入浴ではなかった。明るいうちから湯浴みをするのは恥ずかしいけれど、気怠い体をさっぱりさせたい気持ちの方が強い。

　自分の体のあちこちにアルベルトが付けた痕あとがあると気が付いてセラフィナは、小さくなりながら湯浴みを手伝ってもらい、きちんとしたドレスに着替えて朝食の席に着いた。セラフィナが座ってからしばらくもしないうちに、アルベルトがやってきて向かい側に座る。疲れから目覚めの遅かったセラフィナとは違い、アルベルトは早めに起きてすでに活動していたようだった。黒いローブを着て紋章を胸に付け、魔術師の姿になっている。

「お、おはようございます、アルベルト様」

「……ああ、おはよう。セラフィナ王女」

　セラフィナが挨拶をすると、アルベルトがじっと見つめてきた。セラフィナは自分の顔が赤くなるのがわかったので、慌てて視線を逸らせてテーブルを見つめる。しばらくは無言のままで食事が進んだ。

「この屋敷はほとんど使っていなかった。一通りは揃っているが、必要なものがあれば揃えてくれ。気に入らないものも取り替えていい。午後に職人を呼んである」

「はい。あの、アルベルト様は何か家具にご希望はありますか？」

「私は何でもいい。あなたの好みにすればいい」

　アルベルトはスープに口を付けながらそっけなく言った。

「服も宝石も、欲しいものがあれば好きに買うといい。ただし、商人は屋敷に呼ぶこと、そして男と間違っても二人きりにはならないこと。料理人はあなたの幼い頃に好きだった料理を知っているが、今のあなたの好む料理は知らない。もし食べたいものがあれば伝えるといい。あなたに不自由をさせるつもりはない」

「わかりました」

　アルベルトの言葉に頷いたものの、宝石も服も、セラフィナは特に欲しいとは思っていない。家具についても、新しく変えたいという気持ちはなかった。けれど、アルベルトが言葉通りセラフィナに不自由な思いをさせないつもりだということは伝わってきた。

　先に食事を終えたアルベルトが、カップに口を付けてからセラフィナに話しかけた。

「私はしばらく仕事で立て込んでいる。帰りも不規則になるだろうから、先に寝ていても構わない」

「はい、わかりました」

「見えないだろうが、この屋敷にもあなたの周りにも魔術がかかっている。もしあなたが逃げ出しても、私は確実に見つけ出すことができる。大人しく屋敷にいるといい」

「……逃げ出そうなんて、思ってもいませんわ」

　セラフィナが少し驚いて言うと、アルベルトは青い目でじっとセラフィナを見つめてから何も言わずに去っていった。

　アルベルトはなぜ逃げ出すなどと言ったのだろうか。もうレチノ王国からは逃げ出しているし、ここはセラフィナの故郷だ。アルベルトは私が逃げ出す理由があると思っているのだろうか。そう考えると、何だか少し胸が苦しい気がした。

　ベッドで過ごしていたときには、あれだけ自分のものだと言っていたのに。今朝のアルベルトは少しそっけない態度だったような気がして、セラフィナは胸の内の複雑な気持ちに気が付いた。

「セラフィナ様、壁紙やカーテンの見本を揃えてあります。ご覧になりますか？」

「そうね、ありがとう」

　浮かない気分のままに、ミゼットに案内されて部屋で見本を眺める。ずらりと並べられた見本は種類が多く、笑顔で挨拶をした商人は希望の色や柄があれば特別に仕立てると言った。

「選ぶのが難しいわ。今のままではダメかしら？」

「ご主人様は、お屋敷が暗すぎるのではないかとおっしゃっていました。奥様が過ごしやすいように調えるように、と言伝をいただいていますので、どうぞ好きな色をお選びくださいませ」

　言われてみると、揃えられた見本には明るい色合いが多いことに気が付いた。この部屋も見回してみると、柱の黒い木の風合いをそのまま出していたり、カーテンも重厚で彩りが少ない。しかし、だからといってセラフィナには、それをどう変えればいいのかよくわからなかった。

「どんな色にしたらいいのかしら」

「お好みのものをお選びいただければ、我々がその色に合った組み合わせを選びましょう」

「好みの色……」

　考えてみて、セラフィナは自分の好きな色が思いつかないことに気が付いた。

　子供の頃青色のものに囲まれて育っていたけれど、それはノーラ王家の象徴が青百合だからだ。レチノ王国では赤や緑のものばかりだったけれど、それもレチノの国色で他に選択肢はなかった。

　考えてみると、セラフィナは自分で色を選んだ経験がほとんどない。色だけでなく、家具やドレスや宝石も、どれが好き、という観点で選んだことがなかった。新しいものを仕立てるときには、職人と母である王妃が話し合い色を決めていた。セラフィナがしたのは提案された色に頷くことくらいだ。レチノ王国では、そもそも選択肢などドレスの袖を長くするか短くするか程度で、セラフィナは季節によってそれを選んでいた。

　結局、カーテンや壁紙については後日相談することになった。職人が帰って一息ついたところに、ミゼットが話しかける。

「セラフィナ様、ドレスや宝石はいかがしますか？　欲しいものがあればすぐに用意するようにとアルベルト様に言い付けられていますが」

　好きな色もわかっていないのに、また見本を並べられるのだろうか。

　セラフィナが困った顔をすると、ミゼットは気を利かせて微笑んだ。

「クローゼットには一通り揃っていますから、そちらをまずご覧になりますか？」

　セラフィナの私室として用意された部屋は、そこだけ家具もカーテンも水色の柔らかい色合いだった。付属している広いクローゼットには、帽子からブーツまでがすべて揃っている。

「これだけあるのなら、新しく買う必要はないんじゃないかしら？」

　セラフィナが見た限り、夏用のものも冬用のものも揃ってある。正式な場で着るような豪華で幅のあるドレスではなく普段着のようなものばかりだけれど、どれも着心地が良さそうだ。

「この部屋のものはすべて、アルベルト様がお揃えになったものだそうです。もし好みに合わないのなら、好きに仕立てるようにと」

「アルベルト様が？」

「はい。それから、これはセラフィナ様には内密にと言われたのですが……」

　ミゼットは少し声を落として続けた。

「この屋敷のものに赤と緑のものは持ち込まないようにと私たち使用人におっしゃっていました。その二色だけはセラフィナ様が希望したときにだけ取り入れるようにと」

　改めて見てみると、ドレスにも確かに赤や緑はなかった。どちらの色も宝石としては珍しくないものなのに、ネックレスにもイヤリングにもその色はない。

　赤と緑は、レチノ王国の後宮でずっと目にしてきた色だった。アルベルトがそれを意識して避けたということは、セラフィナの心情を気遣ってのことだろう。セラフィナは幸いこの十年間でレチノ王国や後宮に強い嫌悪感を抱くような目には遭っていないけれど、もしそうだったとしても、この屋敷ではそれを思い出さないようにと配慮されているのがわかった。

　朝食の席では、アルベルトはそんなことを一言も言っていなかったけれど。

「……服は仕立てずに、ここにあるものを着るわ」

　優しい色合いのドレスが並ぶクローゼットには、セラフィナにとって十分なものが揃っているように見えた。
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「セラフィナ……ッ」

「アルベルトさま、あ、あぁっ……！」

　乳首を摘つまみながら強く突かれて、セラフィナは痺れるような快感に背中を反らせた。絶頂をさらに押し上げるように揺さぶられ、涙が溢れると熱い舌がそれを拭う。

「あっあっ、あつい……っ！」

「セラフィナ、セラフィナ……私のものだ……！」

　首筋を吸われきつく抱きしめられながら、お腹の奥に熱いものを感じた。青い目に見つめられながら、昇りつめる感覚に意識を溶かしていく。






　結婚式の慌ただしさが去ってもアルベルトは多忙の身なようで、初夜からの二日をのぞけば日中にセラフィナと顔を合わせることは少なかった。妻として帰りを待っていようとするセラフィナが眠りに落ちてしまってから帰宅することもあれば、数日帰ってこないこともあった。けれど、アルベルトは屋敷に戻ればセラフィナと同じベッドで眠る。眠りの中で抱きしめられてぼんやりとその帰りに気がつくことも多かったが、セラフィナが起きている間に帰ってくれば、アルベルトは執拗なまでにセラフィナを抱いた。身体を重ねることにまだ慣れないセラフィナは、その激しさに戸惑いながらも少しずつアルベルトを受け入れていった。

「ん……アルベルト様？」

「起きたのか。まだ寝ていて構わないが」

　セラフィナが目を開けると、アルベルトが着替えをしているのが見えた。もう支度をする時間だったようだ。慌てて起き上がると、アルベルトは「ベッドから落ちる」と眉を寄せた。

「私はすぐに出る。あなたはゆっくりしていればいい」

　夜のアルベルトと比べると、朝のアルベルトは相変わらずそっけない態度に感じる。アルベルトに抱かれた翌日は起きるのが遅くなることもあって、セラフィナは妻らしいことを何もできていないのではないかと不安になることがあった。

「せめてお見送りだけでもさせてください」

　セラフィナがそう言うと、アルベルトはじっとセラフィナを見つめてから侍女たちを呼んだ。

　ドレスを着て、慌ててアルベルトの後を追う。支度には時間がかかるのでもう行ってしまったのかと思ったけれど、アルベルトは食堂のテーブルでカップを手に待ってくれていた。セラフィナはリリーに自分の分のカップもお願いすると、アルベルトが椅子を引いてくれた隣の席へと座った。

「朝食も食べるといい。あれだけ動いたのだから」

　アルベルトにそう言われて、セラフィナは頬が熱くなった。顔が赤いときにはアルベルトがいつもよりじっと見つめてくるので、青い目と視線がかち合うのを避けるのが難しい。

「あなた宛てにいくつか手紙が届いている」

「私に？」

　ここに住むようになってから初めての手紙だった。手渡された封筒を裏返して、封蝋の印章に気がつく。全ての封蝋を見て、セラフィナは理解した。驚きのままにアルベルトを見る。

「……彼女たちも、無事に帰れたのですね？」

「ああ。よろしく伝えてくれと言われた」

　手紙を開けて、便箋を広げる。手紙の差出人はすべて、レチノ王国で共に後宮にいた頃の友人たち、他国の王女から送られたものだった。手短で簡素な手紙は急いで書いたものなのだろう。侍女と共に無事に帰国したということと、アルベルトやセラフィナに対する感謝の気持ちが綴つづられていた。

　すべてを読んで、それから再び封筒に目を戻す。封筒はどれも同じもので、とても綺麗な状態で保たれている。長い距離を何人かの手を渡って届けられたようには思えなかった。

「これは、アルベルト様が届けてくれたものなのですか？」

「魔術の一種だ。送り届けるついでに、セラフィナに用があるなら使うように渡しておいた。祖国に帰った王女からは順次届くだろう。ノーラ王国への正式な礼状は後日届くことになるだろうが」

　アルベルトが忙しくしていたのは、後宮にいた王女を他国に送り届けるためだったのだと気が付いた。長距離を魔術で移動すると疲労が溜まると言っていたのだから、何人もの王女や侍女を送り届けるのは簡単なことではないはずだ。アルベルトはそれを何も言わずにやってくれていた。

　セラフィナは手紙を丁寧に畳むとテーブルの上に重ね、そしてアルベルトの手を取った。

「アルベルト様、助けてくださって本当にありがとうございます」

「……礼を言われるほどのものではない。誓約に従わなければ私自身が損をするからな」

「それでも、アルベルト様の優しさにお礼を言わせてください。アルベルト様に救っていただいて本当に感謝しています」

　大きくて節のある手を握りながらセラフィナがそう口にすると、アルベルトは苦々しげな表情に変わった。かけていた眼鏡を外すと、セラフィナの手を握って自らの方へ引き寄せる。

「あなたはわかっていない」

「……んッ！」

　セラフィナの口の舌に、苦いコーヒーの味が擦り付けられる。噛み付くような口付けは、くちゅ、と音を立てて離れた。唇を繋ぐ透明な糸を、アルベルトの舌が舐め取る。息のあがったセラフィナを、アルベルトの燃えるような青い目が見つめていた。

「私は間違っても優しい人間ではない。王女らを助けたのは、あなたがそう願ったからという理由だけだ。あなたが自分から離れていかないために、あなたの望むことなら何でもする。あなたが離れていくなら、そうさせないためにどんな手段も厭いとわない。ただそれだけだ」

　静かな声の中に、抑えきれないほどの感情が込められているのをセラフィナは感じ取った。胸が熱くなって、お腹の辺りがぎゅっと苦しくなる。力の抜けたセラフィナが背もたれに身を預けると、眼鏡をかけなおしたアルベルトは立ち上がって仕事の時間だと告げた。見下ろす青い目にまだ強い感情が残っていて、セラフィナは立ち上がることができない。

「アルベルト様は、どうして……」

　言葉が続かないセラフィナの質問に、アルベルトは振り返る。

「あなたはわからなくていい」

　そっけない言葉を返されたのに、セラフィナの胸には寂しさは湧き上がってこない。代わりに感じた様々な感情を抑えるために、セラフィナはしばらく座って手紙の束を見つめていた。

















あなたのこと
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　それからも次々と届いた友人たちからのお礼の手紙には、セラフィナと共に魔術師であるアルベルトに対する感謝が丁寧に綴られていた。

　後宮から祖国へ帰るまでに、一度も危険な目に遭わなかったこと。それぞれの侍女たちも欠けることなく一緒に帰国できたこと。

　また、そのことを保証する旨の上書を共に届けてくれたおかげで、突然の帰国でも揉めることなく受け入れられたということは特に丁寧に書かれていた。

　人質同然の王女たちが突然帰国するということは、レチノ王国との関係が大きく変化したことを示す。それが王女の過失ではなく、レチノ王国からの宣戦布告でもないという保証がなければ、まず戦いが始まることを想定しなければならない。王女自身が説明したとしても、実際のところがどうなのかを確かめるには時間がかかる。

　先々のことまで考えて行動してくれたアルベルトに、セラフィナはますます感謝することになった。

　全ての王女たちが無事に帰国した後も、アルベルトは忙しく仕事をこなしているようだった。

「セラフィナ王女、料理はあなたの口に合うか？」

「はい、美味しいです」

　今日のように、夕食を共にできる日は珍しい。

　朝食は一緒にとることがまだ多いものの、激しく抱かれた翌朝は起きられないことも多かった。すぐに仕事に出かける朝よりは、夜の方がゆっくりと食事ができるのもある。

　青百合の飾られた食卓で、ノーラでよく食べられる魚の蒸し物を食べながら、二人は静かに会話をした。穏やかに過ぎていく時間が、セラフィナには好ましく感じる。

「まだ新しい家具を買っていないと聞いている。気に入らないのなら、違う商人を呼ぶといい」

「いえ、どれも素敵です。どれにしたらいいのか、迷っているだけで」

　あれから何度か、内装を新調するために職人や商人が屋敷に呼ばれた。あれこれと提案してくれるものの、セラフィナはまだ決めかねていた。いつも何も決めないままに帰すのが申し訳なくなってきている。

「実は、どんなものがいいのか、よくわからなくて……アルベルト様の好みは、どのような色ですか？」

「あなたの好きなようにするのがいい」

　前にもらった答えとほとんど同じものだ。

　セラフィナが困って口をつぐむと、アルベルトが付け足した。

「別に急かしているわけではないから、思いつかないなら必要になったときに買えばいい」

「はい」

　セラフィナが頷くと、少し沈黙が訪れた。アルベルトが貴酒で喉を潤してから再び口を開く。

「服も買わないのか？　女性は着飾るのが好きだと思っていたが」

「服は……揃えてくださったものがどれも素敵なので」

「そうか。似合うと思って用意したものだが、気に入ったのであれば良かった」

　アルベルトが自分に似合うと思って揃えてくれたという服は、確かにどれも自分に合っているように思えた。

　サイズについては多少手直しが必要なものもあったものの、生地の心地よさは申し分なく、色合いもセラフィナの肌に合う。デザインもシンプルながら可愛いものが多く、毎朝どれを着るか選ぶのも楽しく感じる。

　アルベルトは、どうやってこんなにセラフィナに合うドレスを揃えられたのだろうか。

　レチノ王国の後宮に入ってからは、ノーラ王国を含めて他国の人間に会ったことはなかった。父王からの手紙を受け取ったことは何度かあったものの、国王という立場で送られたものであり、形式に沿った受け答えだけだ。それを持ってきた使者にも顔を合わせることはなかった。

　会ったことがないにしては、セラフィナに合うものが揃っているし、そもそも後宮で顔を合わせたとき、すでにアルベルトはセラフィナのことを知っていた。

　ノーラで暮らしていた子供の頃に顔を合わせていたのだろうか？

　セラフィナは王女という立場から貴族の子女と顔を合わせる機会は多かったけれど、アルベルトという名前は記憶にない。セラフィナはまだ幼く公務を任されていなかったため、王宮にいる魔術師と顔を合わせる機会もなかった。

　アルベルトは、どんな子供だったのだろう。十八歳のセラフィナよりも八歳年上だということは教えてもらったものの、その他のことについてはセラフィナはほとんど知らなかった。

　夫となったアルベルトについてセラフィナが知っているのは、セラフィナに対して執着があること、セラフィナの望むものは全て用意するつもりでいること……それから魔術師であることくらいだ。

　その魔術師であることについても、セラフィナはまだよくわかっていない。まだ短いここでの暮らしで知ったのは、ただ忙しそうだということだけだ。

　アルベルトは普段はどう過ごしているのだろうか。王宮での立場はどうなのだろうか。

　セラフィナは、アルベルトについて知ってみたいと思った。アルベルトが、自分のことについて話すことはほとんどない。セラフィナと共に過ごしている時間は今のところ、食事をしているか、または、ベッドを共にしているかだった。

　忙しいアルベルト本人に尋ねるよりも、王宮で人に聞いた方がいいかもしれない。

　そう思いついたセラフィナはアルベルトに切り出した。

「アルベルト様、一度王宮へご挨拶に行ってもいいですか？」

　パンにバターを塗っていたアルベルトの眉がぐっと顰められる。

「何故？　まさか別れて王宮に戻ろうとしているのではないだろうな。あなたがどこにいようと私の妻であることからは逃れられないぞ」

　セラフィナはアルベルトの言葉に首を横に振った。

「いいえ、そうではありません。ノーラに帰ってきてから家族とゆっくり話をしていないので、一度ご挨拶に行きたいと思っていたのです」

「……確かに、結婚を急いだのは事実だ」

　アルベルトは少し気まずそうな顔になって頷いた。おそらくノーラ王国王女の結婚式としては最短の準備期間だっただろう。当日の手伝いをしてくれたミゼットとリリーも疲れた顔をしていたのをセラフィナは覚えている。

　帰国してから王宮で過ごした数日間は、セラフィナ自身も突然のことであまりよく覚えていない。母王妃とは何度か話をしたけれど、国王である父とは一度顔を合わせただけで、二度目は結婚式が行われた教会で言葉を賜っただけだった。

　十年間会わなかった家族だ。落ち着いて言葉を交わしたいし、兄王子らの話も聞いてみたい。それに、アルベルトの胸にあるのはノーラ王家の紋章だ。アルベルトを魔術師として信頼して与えたのなら、アルベルトの話を聞く相手には最適なはず。

「わかった。だがあまり遅いとどこへいようとも迎えにいく。あなたの帰る家はここだということを忘れないでもらいたい」

「それは……」

「まさか嫌だというのか？」

　セラフィナが言葉を濁すと、アルベルトがセラフィナの表情をじっと見つめながら尋ねた。セラフィナはまたアルベルトが疑っていると感じて、慌てて言葉を続ける。

「いえ、その、お仕事の迷惑ではありませんか？」

　アルベルトはセラフィナの言葉に変な顔をした。それを見て、セラフィナは思い出す。

「すみません、魔術師は一瞬で移動できるのでしたね」

「……まあ、そうだ。王宮では魔術の使用は制限しろとは言われてはいるが」

「アルベルト様が馬車で出仕されるときに同乗させていただけませんか？　そうすれば、アルベルト様の手間にならないと思います」

「……そういう問題ではないが……あなたが帰ってくるつもりであればいい」

　アルベルトが複雑そうな表情をしながらも頷いたので、セラフィナはお礼を言った。

　結婚してから屋敷の外へ出るのはこれが初めてだ。家族に会えることも考えると、今から楽しみだった。セラフィナは早速手紙を書いて、家族と会う約束を取り付けることにした。







２








「国王陛下、王妃陛下、お久しぶりでございます」

「まあ、セラフィナ。会えて嬉しいわ。堅苦しくならないでちょうだい。あなたはわたくしたちの娘なのですから」

　王宮に訪れたセラフィナが両親へ正式な礼をすると、母王妃は席を立って抱きしめてくれた。セラフィナも母を抱きしめ、それから父王の手を取った。

「元気そうで何よりだ。今日は私的な場なのだから、今まで通りに接してくれ」

「ありがとうございます、お父様」

　王家の間としては小さい場所を選んでくれたのも、両親の気遣いなのだろう。セラフィナは感謝して席についた。兄王子たちは後から顔を出すという。

「本当に大きくなったわ。すっかり大人ね。セラフィナはもう立派に成長したのね」

　言葉を噛み締めるように繰り返す王妃は、セラフィナの手を握って目を潤ませていた。

「十年間、つらかったでしょう……後宮に入れられたあなたのことを思うと、胸が張り裂けそうだったわ」

「お母様……」

「条約を結んだとはいえ、侵略王の人柄を考えると、いつ命を奪われてもおかしくなかったのですもの」

　ハンカチで目元を押さえた王妃は、再会できたことは奇跡だと呟いた。セラフィナは母の心配をありがたく感じながらも、内心で苦笑してしまった。国を攻め滅ぼされるか人質を差し出すかと迫った侵略王は、冷酷非道だと思われているようだ。

「お母様、後宮での暮らしはさほど酷いものではありませんでしたわ。ミゼットやリリーがいつも側にいてくれましたし、同じようにやってきた王女の友達もできたのですから」

「セラフィナ、あなたは立派な王女になったのね。王に無体を強いられていたらどうしようかと……子でもできてしまったらと思うとわたくしは……」

　後宮に入ったセラフィナの年齢が王女の中でも低い方だったこともあってか、侵略王の姿を見たのは年に一度か二度だった。

　けれど、後宮に入っていたという事実だけで、セラフィナに対して王のお召しがあったのだと誤解する人は多いのだろう。

　こうして祖国に帰ってきても、レチノ王国の後宮にいた事実はまだついて回るのだとセラフィナは感じた。噂話の多い王宮では、きっと長い間囁かれることになるだろう。それを考えると、セラフィナは現在この王宮で暮らしていないことが少し幸運に思えた。ミゼットやリリーはもちろん、アルベルトも、お屋敷の使用人たちもセラフィナに含みを持った視線を向けることはない。

　セラフィナは母王妃の悪気ない哀れみの誤解をやんわりと解いてから、父王に尋ねた。

「お父様、アルベルト様について教えていただけますか？」

「魔術師アルベルトについて、何を聞きたいと？」

「彼がどういった方なのか、魔術師がどういう仕事をしているのか……私はまだよく知らないのです」

　セラフィナの言葉に、王は頷いて口を開いた。

「アルベルトは、子供の頃にノーラへやってきたのだ。元は北方の出身だというが、戦火に追われ魔術師ヴィスゲストを頼って我が国へ来たらしい」

　魔術師ヴィスゲストは、セラフィナの知る限り唯一の魔術師だった老齢の男性だった。そのヴィスゲストの弟子としてアルベルトは成長したのだと王はセラフィナに教えてくれた。

「ヴィスゲスト曰く、魔術師の中でも卓越した才能を持っているそうだ。それを疑ったことはなかったが……まさか、レチノ王国へ侵入し本当にそなたを連れ戻すほどだったとは」

　アルベルトの行動は想定外だったようだ。セラフィナが帰国したときも、国王はとても驚いた顔を見せていた。大国であるレチノ王国に反乱の火が燃え上がると想像していた人は、この大陸でも多くはないはずだ。

「アルベルト様に王家の紋章を与えたのですよね？」

「誓約を結ぶ際の条件のひとつとして、私はアルベルトにノーラを護る魔術師となるように求めた。アルベルトはそなたが生きている限りは魔術師としてノーラに尽くすことを誓ったのだ」

　魔術師は少ない。実力があるのであれば、どの国に行ったとしても最上級の待遇で迎え入れてもらえるはずだ。小国であるノーラよりもいい待遇で迎えると言い出すところもたくさんあるだろう。

　アルベルトはセラフィナのためにノーラ王国を選んだのだろうか。

　セラフィナは、魔術師が国を留まると決める理由になるほどのものが自分にあるとは思えなかった。

「……ヴィスゲスト様にお会いしてもいいですか？」

　セラフィナが訊ねると、国王は頷いた。

「手配をしよう。そなたも得体の知れぬ夫と共に暮らすのは不安があるだろう。もし困ったことがあるなら、ヴィスゲストやこの父に知らせなさい」

　父からの気遣いの言葉に、セラフィナは微笑むだけで返事をした。






　国王からの手紙に、ヴィスゲストは翌日来るようにとの返事をしてくれた。

　老いた魔術師はすでに仕事をアルベルトへ譲り、隠居生活を送っているらしい。セラフィナが王宮の隅にある小さな離れを訪れると、日差しの中でゆったりと座っている老人がいた。

「ああ、セラフィナ王女。随分と大人になられた」

「こんにちは、ヴィスゲスト様」

　ヴィスゲストはセラフィナを優しく迎え、テーブルにあったポットから小さなカップにお茶を注いで渡した。受け取ったカップは淹れたてのように温かい。

「アルベルトのことでおいでになったのでしょう」

　優しい声音にセラフィナが頷くと、白く長い髪を揺らしてヴィスゲストは話を始めた。

「私はここより遠い北の生まれでしてな。アルベルトの生家とは長い付き合いがあったのです」

　魔術師として長く祖国に仕えたヴィスゲストは、王の許しを得て南下の旅を始めたのだと語る。

「この老いぼれがノーラの王宮に留まると決めてから二十年ほど経ち、侵略王の矢が四方へと飛ばされ始めました。その矢によってアルベルトの生家は貫かれ、アルベルトだけが生き延びて国を逃れたそうです」

「まあ……」

　アルベルトの過去に、セラフィナは言葉を失った。侵略王が後宮を作る前には、多くの国が犠牲となりレチノの領土となった。そのひとつがアルベルトの祖国だったのだ。

「魔術師の力は悪用されやすい。混迷を極める世の中では特に……彼は両親が言い残した通りにこの老いぼれを頼り、国を転々として、そしてこの地へと辿り着いたのです」

　ヴィスゲストは一口お茶を飲み、そして視線を下げたまま続けた。

「しかし私が彼を迎え入れたときには、彼はすでに充分ほどに世の中の嫌な部分を見てしまっていた」

　侵略者から逃れ、子供の力で遠路を旅することは過酷だったのだろう。それでなくても家族を失ったのだから、その痛みはセラフィナの想像を超えるものに違いない。

「国王に頼み私の弟子としてこの平和なノーラに住まう許可を得たときも、アルベルトは少しも安心した様子を見せなかったのです。周囲に対する不信感が強く、敵意もむき出しだったため誰かと会わせることも難しく……両親から受け継いだ魔術の素質を話題にすることすらも拒絶していた」

　セラフィナがここで暮らしていた頃には、アルベルトはこの王宮内にある離れにいたのだという。それでも会うことがなかったのは、アルベルトの心の傷が深かったからだ。

　その頃を思いやり、セラフィナは胸が苦しくなった。自分が何も知らずに暮らしていたすぐ近くで、アルベルトはどんな気持ちで日々を過ごしていたのだろうか。

「アルベルトが魔術を習いたいと自ら申し出たのは数年後、セラフィナ王女がレチノへ向けて国を発ってすぐのことでした。……今思えばあの頃からあなたを取り戻すことを考えていたのでしょう」

　ヴィスゲストの言葉に、セラフィナは困惑した。

「あの、私は十年前にアルベルト様と会った記憶はないのです……アルベルト様は本当に、私を、レチノ王国から連れ戻そうと考えていたのでしょうか？」

　ヴィスゲストの言葉が本当であれば、セラフィナ自身が二度と戻れないことを覚悟して国を発ったときに、セラフィナが帰ることをずっと考えてくれていた人がいたことになる。

　けれど、周囲を信頼していない少年が、故郷でもない国の王女のために何かをしようと思うのだろうか。セラフィナの疑問に、ヴィスゲストは微笑んだ。

「さて……この老いぼれは、目にしていない物事を事実として伝えることはできません。しかし、王宮は広いようでいて狭いものです。どこかでアルベルトが王女を見かけていても不思議ではないのでは？」

「でも、それだけで……」

　さらに疑問を続けようとしたとき、急にヴィスゲストが笑い声を上げた。

「セラフィナ王女、実に残念ですが、もう時間切れのようです」

「え？」

　シワのある手が、何もない場所を指す。セラフィナが首を傾げると、そこに音もなく黒いローブ姿が現れた。その表情は少し焦っているようにも見える。

「アルベルト様？」

「……セラフィナ王女、なぜこんなところに？　国王らと面会をしているはずでは？」

　早足で近付いてきたアルベルトはセラフィナを見て、それから隣に座るヴィスゲストを睨んだ。

「何か余計なことを吹き込んではいないだろうな」

「はてさて、どんなことを話していたのか、老いぼれはもう覚えておらん」

「なるほど、そこまで耄碌したか」

　ヴィスゲストは朗らかに笑い、アルベルトは眉間の皺を深くしている。

　二人の遠慮のない言葉遣いを、セラフィナは新鮮な気持ちで聞いていた。アルベルトは、セラフィナに対する態度よりももっと砕けた様子でヴィスゲストに接している。師弟という関係よりも、もっと親しいものがそこにはある気がした。

「セラフィナ王女」

「は、はい」

「ここにいても碌なことはない。王宮での用が済んだのなら屋敷に送り届けよう」

　アルベルトに手を差し出されて、セラフィナは慌ててヴィスゲストに礼を言った。その返事を聞き流してアルベルトは歩き始める。

「なぜあの年寄りを訪ねようと？　十年前には面識はなかったはずだが」

「お父様にお願いしたのです。その……あなたのことを教えていただきたくて」

「……は？」

　セラフィナには少し早かった歩みがぴたりと止まった。アルベルトはセラフィナの方へ体を向けて、訝しげな顔でじっと見つめている。

「……なぜ、そんなことを？」

「私は、あなたのことをまだよく知らないと気が付いて……どんな方なのか、どんな仕事をしているのか気になったのです」

　セラフィナが答えてからしばらく、アルベルトは返事をしなかった。

　こそこそと嗅ぎ回ったことが気に障ったのだろうかと、セラフィナは肩を小さくする。

「勝手なことをして申し訳ありません」

「いや、謝ることは……」

　アルベルトは小さく否定して、それからまた沈黙した。何かを呟いていることも多いアルベルトが全く喋らないのは珍しい。

　セラフィナがその様子を見つめていると、それに気付いたアルベルトは咳払いをして、それから再び歩き始めた。

「別に、知りたいのであれば直接聞けばいい。知っても面白くないとは思うが」

「アルベルト様はお仕事がお忙しいようだったので、邪魔しないようにと……魔術師の仕事は大変なのですか？」

「ただの使い走りのようなもので、大変というものでもない。あなたが邪魔になることなどは決してない」

　ごくわずかな人間しかなることのできない仕事なのに、アルベルトは「使い走り」とぞんざいに表現したのを聞いて、セラフィナは少しおかしくなった。暖かな日差しの中をアルベルトの隣を歩きながら、セラフィナは質問を続ける。

「普段はどんなことをなさっているのですか？」

「ほぼ八割は薄暗い部屋で書類仕事と余計な依頼を却下することに従事している。魔術が必要な場合は理由や条件を調べて、適したもので対処する。魔術の素養がありそうな者を集めて知識を教えたりもしているが、そこに時間はさほど割いてはいない。そもそも人数が少ないからな」

　アルベルトが語った仕事内容は、セラフィナの想像とはかけ離れていた。王宮で行われている他の仕事と、さほど変わりはないように聞こえる。

「いつも魔術を使ってお仕事をされているのだと思っていました」

「魔術には大勢でも成し得ないことを可能にするものもある。だがそれをひけらかせば、どうせ碌なことにはならない。普段は出し惜しんで、緊急時に使うくらいでいい」

　そっけなく言った言葉に、セラフィナは先程の話を思い出していた。

　強大な力は狙われやすいのと同時に、それを持たない者からの怨みを買いやすいのだろう。アルベルトは身をもってそれを知っているのだ。

「アルベルト様……申し訳ありません」

「なぜあなたが謝るんだ」

「後宮で……私は何も考えずに、無茶なお願いをしてしまいました……」

　あのときはただ、同じ立場にいた友人たちが安全に祖国へ帰れるようにと思い、魔術で助けてほしいとアルベルトに願った。魔術というものをよく知らずに、軽々しく頼んでしまったのだ。

　あのときにアルベルトの過去を知っていたら、魔術を習うことさえ拒否したくなるようなことがあったのだと知っていたら、頼まなかったはずだ。

　セラフィナがそう言うと、アルベルトは軽く息を吐いた。

「私は緊急時には使うと言った。セラフィナ王女、あなたのことに関してはそれが適用される」

「でも、たくさん魔術を使わせてしまいました」

「あなたが望むのならいくらでも使う。そもそも、あなたのために使わなければ意味がない。老いぼれにつまらない話を聞いたのだろうが、あなたが気に病むことは何もない」

　きっぱりと言い切られると、それはそれで寂しいとセラフィナは思った。

「十年前にアルベルト様のことを知っていたら、私でも何か力になれたかもしれないのに」

　大きな手がセラフィナの頬に触れて、下がっていた視線をそっと戻した。アルベルトの青い目が、眩しそうにセラフィナを見つめている。

「……あなたはすでに力になっていた」

「え？」

　セラフィナの口を、アルベルトが唐突に塞いだ。驚いて固まっていると、セラフィナの唇に吐息が触れる距離でアルベルトは呟く。

「あなたほど王女という立場に相応しい者はいないだろう。他者を思い、他者のために自らを犠牲にすることも厭わない精神は、何よりも気高く美しい」

　そのせいで、手の届かない存在のように思えるときもある。

　ごく小さい声でそう呟いたように聞こえたのは、セラフィナの気のせいだろうか。セラフィナがアルベルトに聞き返すまえに、アルベルトは顔を上げて再び歩み始めていた。

「もしあなたが興味があるなら、仕事をしている一角を案内しよう。何も面白いことはないが、薬草園もある。年寄りの相手をするよりは退屈凌ぎになるだろう」
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　アルベルトが案内したのは、王宮の北の隅、人気のあまりない場所。建物の外側を歩いて向かった二人は、いくつかの庭園を抜け、生垣を回り込んで進むことになった。

「少し、わかりにくい場所ですね」

「この辺りには人を迷わせる魔術がかかっている。薬草園もあり部外者が入り込むと面倒だからな。建物の中から進めばさほど難しい場所ではない」

　説明を聞きながら、セラフィナは人の目が少ない外を通ってくれてよかったと思った。王宮では家族にも会えるし、国王の娘であるセラフィナを丁重に扱う人も多い。けれど、人々が向ける視線は、親しみを込めたものばかりではないように感じていた。なんの前触れもなく戻ってきた王女というのは人々に様々な関心を寄せられてしまうらしい。

「この辺りの部屋を使っている。中は紙束が散らかっているだけだから、入らないほうがいい」

　アルベルトが指した部屋は、黒いカーテンがかかっていて中の様子はわからなかった。書類仕事が多いと言っていたので、書類で散らかっているのかもしれない。

「このレンガで囲っている部分が薬草畑だ。効果の強いものもあるから、素手では触らないように」

「魔術師は、薬草も扱うのですね」

「薬草は調合に初歩的な魔術を使うものがある関係で、ある程度の知識は身に付けることになる」

　初めて会った日にも、アルベルトはセラフィナの飲んだ薬について類推していた。相当詳しいのだろう。

「他にはどんな知識が必要なのですか？」

「魔術は万物と関係がある以上、知識はあればあるだけ良いとされている。魔術師の修行も、天体の運行から土壌の改良まで、最初の数年は何でもかんでも知識を詰め込むことから始まる」

　セラフィナも王女として、ある程度の教育は受けてきた。限定された知識でも身に付けるのは大変だったのに、何でもかんでも、であればより難しそうだ。

「魔術師になるには大変な努力が必要なのですね」

「覚えればいいだけだから、努力という面ではそうでもない……ただ、学ぶことが多く時間はかかる。もっと早く魔術師になれていたら……」

　アルベルトはセラフィナを見て、口をつぐんだ。セラフィナはその先を想像してみる。

　もっと早く魔術師になれていたら、もっと早くに連れ戻そうとしてくれていたのだろうか。

「この辺りは危険な植物はない。もし花が欲しいのであれば、好きなように持っていっても構わない」

　見たことのない薬草が植えられている一角を過ぎると、ところどころに花をつけている植物が植わった場所があった。その向こうには、青い花畑がある。セラフィナもよく見慣れた、ノーラではよく見かけるものだった。

「青百合も薬草として使うのですか？」

「いや、薬効はほとんどない。咳止めに使えなくもないが」

　根元を見ると、青百合が茂る周囲はレンガではなく石が並べられていた。そういえば、屋敷には青百合が飾られている。

「お屋敷に飾るためなのですか？」

「……青百合はあなたの花だからな」

　アルベルトは小さく答えた。

　青百合は、ノーラの国花だ。王家の花でもあるので親しみはあっても、セラフィナ自身は特に自分のものという意識はなかった。けれどアルベルトの中でセラフィナは青百合を連想させるらしい。

「私個人の紋章は……」

「白の小薔薇だろう」

　セラフィナは瞬いた。知っていたらしい。

「あれは季節があり、魔術的にも保管が難しい……いずれは飾れるようになるが、棘があるものはあなたの近くに置きたくはない」

　春の盛りに花を咲き誇らせる白の小薔薇は香りもよく美しいので見ものだが、確かに花の時期は短い。

　それに比べると青百合は花の時期が長いし、確かに親しみがあるかもしれない。

「ここの青百合はとても綺麗ですね」

　セラフィナが褒めると、アルベルトは頷いて少し笑った。

　そういえば、とセラフィナが気付く。こうしてアルベルトと共に一緒に外で過ごすのは初めてだった。日中にゆっくり過ごすことも。

　仕事の邪魔をしているかもしれない、と思いながらも、ゆったりとした時間を過ごせているのが嬉しかった。

「またこの青百合を見に来てもいいですか？」

「あなたが望むのであれば……私がいる時間なら構わないが。もしあなたが望むなら、この周辺に使っている魔術を変えてもいい。そうすれば、もし不埒な男に追いかけられたとしてもここに逃げ込めば……だが今の見習いは男ばかりだったな……」

　朗らかで明るい日差しの中。美しく咲き誇る青百合の前で真剣にぶつぶつと呟くアルベルトの姿は、なんだかそこだけ浮いているようでおかしかった。セラフィナが思わず笑うと、アルベルトが顔を上げてじっとセラフィナを見つめる。

「……あなたがそうして笑っているところを、帰ってきてから初めて見た」

「そうですか？」

　アルベルトは生真面目に頷いた。

「不本意だが家族に会うことはいい影響をもたらしたのだろう……王宮は男が多いから不安だが、他者と関わることが悪いとは言えない……とはいえここは面倒な人間も多い。あなたが一人で歩き回るのは不安だ……」

　再びアルベルトが呟き始めたので、セラフィナは声を出して笑った。
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　ぎし、とベッドの軋む音で、セラフィナは目を覚ました。

　寝返りを打つと、ベッドから出るところだったアルベルトと目が合う。

「もう少し寝ていても構わない」

　セラフィナが挨拶を口にする前に、アルベルトが先に言う。掠れた声でいいえ、と返事をすると、アルベルトはそうかと頷いた。

「では朝食を用意させておく」

　アルベルトと入れ替わりにミゼットとリリーが入ってきて、セラフィナは眠気を払うように起き上がった。

「あなたはそのドレスをよく着ているな、セラフィナ王女」

　食堂に降りてきたセラフィナをじっと見て、アルベルトはそう感想を漏らした。セラフィナは瞬いて、それから席に座る。

「その色が好みなのか？　同じ色の膝掛けを使っているが」

　そう言われて初めて気が付いた。

　今日着ているのは、薄青色のドレスだ。袖を通す回数は確かに他のドレスよりも多いし、そして膝掛けも薄青色のものをよく使っている。

「そうかもしれません。色もそうですが、着心地も良いドレスで気に入っています」

　口にすると、より実感がわいてくる気がした。

　私は、このドレスを気に入っている。

　家具や内装は相変わらずどれを選べばいいのかわからないけれど、セラフィナは薄青色が好きだし、動きを制限することのないこのドレスの形が好みだった。

「そうか。私もそれが一番似合うと思っていた」

　セラフィナが顔を上げると、青い目と視線がかち合う。まっすぐ見つめられながら言われて、セラフィナはなんだか気恥ずかしくなった。

「あ、ありがとうございます」

「ああ」

　沈黙しているうちに、朝食が運ばれる。その日は会話も途切れがちに朝がすぎていった。

　セラフィナは屋敷でのんびりと暮らしていた。

　ミゼットとリリーとは今まで通り親しくしていたし、この家の数少ない使用人たちとも少しずつ仲良くなっている。貴族として正式な位があるわけではないアルベルトの屋敷は、格式張ったところがなく過ごしやすい。年老いた家令とは、家の采配についても話をすることが多くなった。

　アルベルトの仕事に余裕がある日には、王宮の仕事場へついていき、青百合を眺めながら共に昼食を取ることもあった。






「夜会の招待状が来ている」

　夕食の席でそう切り出したアルベルトは、封が切ってある手紙をセラフィナに見せた。招待状を見てみると、青百合の紋章が描かれている。王宮のものだ。

「あなたが出たいのであれば、出席の返事をするが」

　そう言っているアルベルトの顔は、ちょっと嫌そうに見えた。

「夜会はお好きではありませんか？」

「王宮には魔術師を便利な道具と思っている人間が多い。大勢集まってあれこれ頼まれるのは面倒でしかないからな。夜会の盛装をすれば出席する男はあなたを見つめるだろうし……」

　ぶつぶつと呟いているアルベルトは、ヴィスゲストが隠居生活を送っている今、ノーラで唯一の魔術師だ。確かに、話しかけたい人間は大勢いそうだった。

「私は元は王族ですから、私が横にいれば、遠慮する人もいるかもしれません」

「あなたは今でも王女だ。私の妻だが」

　じっと見つめられたまま言われて、セラフィナは頬が少し熱くなった。

　セラフィナが目を伏せると、アルベルトがその視線を戻すようにセラフィナの手を握った。青い目がじっと見つめているのを感じて、さらに頬が熱くなる。それを誤魔化すために、セラフィナは夜会の話題を口にした。

「夜会に行けば……一緒に踊ってくれますか？」

「あなたが他の誰とも踊らないなら」

「はい」

　セラフィナが頷くと、アルベルトの手を握る力が少し強くなる。

　もしこれが食堂でなかったら口付けをされていたかもしれない、とセラフィナは思った。
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　夜会のドレスには、濃い青を選んだ。

　セラフィナはアルベルトから贈られたそのドレスを一目見たときに、アルベルトの目を連想した。すぐにミゼットやリリーが青百合の色だと言ったので、セラフィナは内心で恥ずかしくなったのだった。

　セラフィナが着替えて姿を現すと、裾を金糸の刺繍が彩る夜色のローブを纏ったアルベルトは睨むようにセラフィナを見つめる。眼鏡越しのいつもの視線が、今日は一段と鋭いように感じる。

「お気に召しませんか？」

「反対だ。あなたを王宮に連れていくのが憂鬱になる。もし誰かに目を付けられでもしたらどうする？　魔術師の誓約があると言っても、あなたをどこかへ連れ去ろうとする人間がいるかもしれない……その人間には当然、相応の報いを受けてもらうことになるが」

　怒っているのではなく、どちらかというと心配しているようだった。アルベルトはセラフィナをエスコートして馬車に乗せてからも、くれぐれも無防備にならないよう言い含め、男と二人になることがどれほど危険か呟いていた。

　セラフィナからすれば、アルベルトの心配はすべて杞憂に思える。

「私が結婚したことは知れ渡っていますし、そもそも私は、少し前までレチノの後宮に入っていた女です。わざわざ相手にしようと思う人はいないでしょう」

　そうセラフィナが言うと、アルベルトはますます眉を寄せた。

「あなたは何を言っている？　そんなこと、全く問題にならないから危惧きぐしているのだが」

　王宮にいれば感じる、他意のある視線を受けていれば、後宮にいたことが全く問題にならないとは言い切れないのが事実だ。けれど、きっぱり言い切ったアルベルトが本気でそう思っていることがセラフィナにはわかった。アルベルトはもしセラフィナが侵略王の褥に召し上げられていたとしても、全く気にせずに求婚してくれたのかもしれない。

　セラフィナは国のためにレチノの後宮に入ったことに後悔はなかったけれど、アルベルトのような考えを持った人と結婚できたのはとても幸運なことだと改めて思った。






　王宮で開かれる夜会は、明るくまばゆいものだった。

　昼と見紛うほどにたくさんの明かりが灯され、豪華な会場を音楽が彩る。大勢の貴族たちは賑やかに話し合い、あちらこちらで笑い声を上げていた。ノーラ王国には大きな負担だった、レチノ王国からの圧力がなくなったことも関係しているかもしれない。憂いもなく楽しんでいる人々の姿は、セラフィナの心も明るくさせた。

「魔術師アルベルト・ユーグ・トワ並びにご夫人セラフィナ王女」

　国王への挨拶のために名前を呼ばれると、ざわめきや視線がセラフィナたちに集まった。十年の間を静かな後宮で暮らしていたセラフィナには慣れなかったが、アルベルトは気にしていないようでセラフィナを連れて進み出る。

「よく来た。楽しむといい」

　父王から簡単に言葉を賜って下がる。ふと隣を見ると、楽しむとは程遠い表情をしているアルベルトがいた。いかにも面倒だと顔に書いているようで、セラフィナは少しおかしくなった。

「どうしたんだ」

「いいえ」

　セラフィナと共に青百合を見ながら昼食をして、仕事に戻るときにも面倒そうな顔をすることが多いけれど、そのときよりももっと面倒そうに見える。思わず微笑んでしまったセラフィナを追求しようとするアルベルトの背後に、話しかける機会を狙っている紳士の姿があった。アルベルトの言っていた通り、魔術師としての能力に頼ろうとする者は多いのだろう。

「アルベルト様、踊りませんか？」

　紳士が近付く前にセラフィナが声をかけると、アルベルトは黙ったまま真意を測るようにセラフィナを見つめた。

「踊っていれば、誰かに話しかけられることもありません」

「名案ではあるが……実を言うと、踊りは得意じゃない」

「私も、練習しかしたことがありませんわ」

　もし転びそうになったら魔術で助けてください、とセラフィナが小声でお願いすると、アルベルトが口元を緩めて答えた。

「それは魔術の一番平和で有意義な使い方だ」

　ダンスホールに出て踊り始める。幸い、セラフィナのステップは魔術を必要とするほどのものではなかった。

　向かい合って踊っていると、動くたびに夜会のきらびやかな景色がアルベルトの背後に流れていくように見える。

　夢のようだ、とセラフィナは思った。

　後宮にいるときも王女たちを歓待するという名目で夜会が行われたことがあるが、王のものである王女たちは誰とも踊らず、王を囲むように作られた席に座って演目を眺めているだけだった。

　国を守る責任を背負いながら、同じ立場の王女たちと夜が過ぎるのを待つだけだったあの頃は、特に何の感情も抱いてはいなかったけれど。嗜たしなみとして教えられていた踊りをこうして実際に踊ってみると、夜会はとても楽しいものに感じた。

「そろそろ外れるか。あなたが倒れても困る」

　アルベルトの言葉で、二人はホールの端へと移動した。セラフィナはずっと踊れるような気がしていたけれど、立ち止まると足に痛みがあることに気が付く。セラフィナの表情を見逃さなかったアルベルトが、セラフィナを空いているソファに座らせた。

「怪我をしたのか？　すぐに医師を呼ぼう」

「いえ、それほどでは……足が少し痛むだけなので、休めば大丈夫です」

　慣れていない靴で踊ったせいで、靴擦れができてしまったようだ。痛みはあるものの歩ける程度なので、それだけで医師を呼ぶのは大袈裟すぎる。

「だが……」

「セラフィナ様！　素敵な踊りでしたわ！」

　なおも心配するアルベルトの言葉を遮るように声をかけられた。眉を顰めたアルベルトが振り向き、セラフィナもソファに座ったままで声の主を確認する。近付いてきたのは、たっぷりとした栗色の巻毛に愛らしい緑の目をした女性だった。その姿を見て、セラフィナは気が付いた。

「もしかして……ヨアナ様？」

「ええ、ワルセーヌ公爵家の娘、ヨアナですわ。覚えていてくださって嬉しい！」

　子供の頃によく遊んでいた令嬢は嬉しそうに微笑むと、改めてセラフィナたちに挨拶をした。その後ろにいる数人の女性の顔も、知った面影がある。

「お帰りになってから、お話しする機会がなくて。こうしてお会いできて幸運でした」

　彼女の目を見ていると、子供の頃の気持ちが甦ってくるようだった。無邪気に遊び、王宮の中庭で花を摘んだこと。かくれんぼや、大人の真似をしてお茶会のようなことをしていた記憶がセラフィナの胸にありありと浮かぶ。

「まあ……懐かしい。会えてすごく嬉しいわ」

「私たち、まだお友達と思ってもかまいませんか？」

「もちろん」

　十年を隔てたというのに、ヨアナの微笑みはあの頃と変わらずにセラフィナへ向けられている。それが嬉しく、セラフィナは自然と笑顔になる自分に気が付いた。アルベルトはそんなセラフィナの耳元に顔を近付け、手短に囁いた。

「仕事部屋から傷薬を持ってくる。ここで座って待っていてほしい」

「ありがとうございます、アルベルト様」

　アルベルトは頷くと、令嬢たちに短く挨拶をしてその場を離れた。セラフィナたちの再会に気を遣ってくれたようだ。

　ヨアナたちもアルベルトを見送り、セラフィナの隣へ座る。

「あの方がセラフィナ様の結婚相手なのね」

「お姿はほとんど見かけたことがないけれど……魔術師として強い力をお持ちと聞いたわ」

「おそろしくありませんか？」

　セラフィナは次々に投げかけられたその質問に少し驚いて、それから微笑んだ。

「いいえ、アルベルト様はとても親切にしてくださっていますわ。私を後宮からノーラへ連れ戻してくれたのも、他国の友人たちを守ってくれたのも……あの方の魔術師の力があってこそです」

「そうですの……私たち、心配していましたの。急なお話でしたから」

　目配せをする友人たちを見て、セラフィナはなんとなく想像がついた。

　後宮で十年間を過ごし、ノーラへ戻ってきたかと思えばすぐに結婚をしたセラフィナは、周囲の事情に振り回されているように見えるらしい。否定はできないが、少なくともアルベルトとの結婚はセラフィナ自身の意思で決めたことだ。王の誓約があったのでもし拒否をしても結婚することになったかもしれないが、セラフィナはアルベルトを信頼して結婚すると決めたし、アルベルトが約束通りにしてくれたことに感謝している。

「魔術師のアルベルト様といえば、周囲に馴染まない冷徹な方という噂でしたもの」

「ええ、話しかけても無視されることが多いとか」

　その噂に、セラフィナは納得した。確かにアルベルトは、あまり愛想の良い方ではない。少し疑い深いところもあるし、それは彼の過去にも起因していることだ。けれど、セラフィナは冷たい人間だとは思えなかった。声をかけられても冷たく対応するのは、断ることになる仕事を避けているからだろう。

「アルベルト様は、優しいお方ですわ。少し……変わったところはあるけれど」

　ぶつぶつ呟く内容が物騒なこともあるけれど、アルベルトはセラフィナを大事に扱ってくれている。セラフィナが王宮へ顔を出したいと言ったとき、渋ってはいたものの許可してくれた。セラフィナが薬草園で昼食を取りたいと申し出ても断られたことがない。忙しそうな日は遠慮しているとはいえ、毎回律儀に昼食を共にしてくれるあたり、アルベルトが冷徹どころか優しい人間だということがよくわかる。

「魔術師というと近寄りがたい響きがありますけれど、アルベルト様は国のために力を尽くしてくれています。王家の紋章を持つに相応しいお方です」

　セラフィナがそう言うと、ヨアナたちは少し驚いたように目を瞬かせて、それから微笑んだ。

「セラフィナ様がそこまで言うなんて……おっしゃる通り素敵な方なのでしょうね」

「確かに。定められた結婚でしょうから心配していましたけれど、安心いたしましたわ」

「そうよね、あれだけ式を急がれたのだもの。セラフィナ様のことを愛してらっしゃるのね」

　セラフィナはその言葉に赤面した。

　アルベルトはセラフィナのことを愛している、のだろうか。

　アルベルトはなぜか、セラフィナが離れていくという疑念を持っているらしく、時々セラフィナに対して釘を刺すことがある。執着されているとは思っていたけれど、外から見たら、これは愛されているというものなのかもしれない。

　そう考えると恥ずかしく、同時に少し嬉しかった。そう思ったことに自分でも驚く。

　助けてくれたアルベルトに感謝はしていたけれど、今までずっと目まぐるしく状況が変わっていた。セラフィナはこの変化に自分の気持ちが追いついていないような感じがしていたけれど、いつの間にか気持ちも変化していたのかもしれない。

　アルベルトは、私を愛してくれているのだろうか。

　そう考えると、今は見えない姿を探したくなった。先程まで一緒にいたというのに、追いかけていきたい気持ちになっているのが不思議だ。

　セラフィナが周囲を見回していると、ひとりの男性の視線に気が付いた。

　鮮やかな紫色の目が、じっとこちらを見つめている。目が合うと、セラフィナの視線に応えるようにその男性が近付いてきた。見上げるほど背が高く体格のいい男性は背筋を伸ばして堂々と歩いている。輝く金の髪は貴族らしく緩やかにまとめられ、けれど帯剣しているところから騎士の位を持っていることがわかる。

「セラフィナ姫」

　低く響いた声に、ヨアナたちが振り向いてざわめいた。

「ようやくお会いできました。お懐かしゅうございます」

「あなたは……？」

　見知らぬ男性に親しみを込めた微笑みで声をかけられ、セラフィナは戸惑った。その表情を見て、その人はいたずらっぽく片目を瞑る。

「お忘れですか？　十年前まで、あれほど一緒にかくれんぼをしたというのに」

「……もしかして、ユーゲルなの？　あのユーゲル？」

　セラフィナが驚きで思わず立ち上がると、男性――ユーゲルは破顔して頷いた。

　ユーゲルはセラフィナよりも二歳上で、国王の信頼も厚い侯爵の子息だった。幼い頃は兄王子も交えてよく一緒に遊んでいた友人の一人である。後宮に入ってからも懐かしく思う日々の中には、もちろんユーゲルの姿も含まれていた。

「びっくりしたわ……」

「そのようですね」

　おかしそうな表情をしているユーゲルを、セラフィナはしげしげと見つめた。

　金髪と特徴的な紫の目は昔と変わらないが、しかしセラフィナが一緒に遊んでいた頃のユーゲルは、どちらかというと小柄な少年でセラフィナとさほど変わらない背格好をしていた。かくれんぼをしてもユーゲルはセラフィナを見つけられずに、心細そうな声で名前を呼びながら歩き回っていたのだ。

「本当にユーゲルなの？」

「そうですよ。あれから背も伸びて、騎士団で随分と鍛えられました」

「まあ……」

　堂々としたその様子には、セラフィナが知っている昔のユーゲルの面影はほとんどないように見えた。声も低く変わっているし、不安そうな表情が今は余裕のある微笑みに変わっている。何より背がとても伸びた。

「すごく変わったわ、十年ってとても長かったのね」

「セラフィナ姫はお変わりなく美しい。よくぞノーラへお戻りくださいました」

「ありがとう」

　歓迎の言葉は、何度かけられても嬉しかった。セラフィナが笑顔になると、ユーゲルも嬉しそうに笑う。その目尻が少しだけ、懐かしい面影と重なる。

「騎士になっているなんてすごいわ。昔は確か、花を研究したいと言っていたわね」

「はい。今でも花は好きですが、国とあなたのために剣を取ると決めたのです……最も、私の力は及ばなかったようですが」

「え？」

　苦笑したユーゲルの言葉に首を傾げると同時に、セラフィナは戻ってきた黒い影に気が付いた。アルベルトは驚いたようにセラフィナとユーゲルを見つめている。

「アルベルト様」

　セラフィナが声をかけると、セラフィナに向き合っていたユーゲルも振り返った。しかし、アルベルトは視線を逸らす。いつもじっと見つめてくるアルベルトなので、セラフィナは視線を逸らされたことに少し驚いた。

「魔術師殿」

「失礼、我々はそろそろ下がる。セラフィナ王女」

　アルベルトはユーゲルの言葉を遮るように視線を下げる。セラフィナに手を差し出し、セラフィナがそこへ手を重ねると、そのまま輪の中から連れ出してしまった。慌てて一歩を踏み出すと、足元に不思議な感覚がする。動かした足には痛みが走らず、踏み締めるはずの床は靴に触れなかった。これは魔術なのだろうか。

　アルベルトはセラフィナを馬車へ乗せると、御者に合図を送る。そのままセラフィナの向かいに座り、無言で窓の外を眺めていた。

「あの……アルベルト様」

「怪我の治療は帰ってからするといい。薬を用意させておく」

「は、はい。ありがとうございます」

　セラフィナがお礼を言っても、青い目はセラフィナに向けられなかった。じっと外を見ているその横顔を眺めて、セラフィナはどこか不安な気持ちになる。

　やがて馬車が屋敷に着くと、アルベルトはセラフィナの手を取って屋敷の中へ入った。アルベルトはやはり何かを話すこともなく、そのままセラフィナを私室へと運ぶと、ミゼットとリリーに手当てするように言い付けてそのまま退室してしまった。

「まあ、お靴が合わなかったのですね」

　手当てをしてもらいながらドアを見つめていたセラフィナを、リリーが心配そうに覗き込む。

「セラフィナ様、お顔色が優れませんね。強く痛むのですか？」

「いいえ……」

　セラフィナはその日、寝室でひとり眠ることになった。
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　翌日も、その翌日も、セラフィナはアルベルトと顔を合わせることがなかった。

　今までにも食事の席を共にしない日はあった。けれどアルベルトは深夜に帰ってくるとセラフィナの眠るベッドに入り、セラフィナが目を覚ませば淫らに触れていたのだ。

　しかし夜会から帰ってからは、セラフィナが眠るベッドにアルベルトが入ってきた形跡はなかった。

「アルベルト様は帰ってきているの？」

　セラフィナが家令に尋ねると、家令は少し驚いたように白い眉を上げてから頷いた。

「はい、昨晩は遅くにでしたが。アルベルト様はお忙しいようで……先の夜会でお疲れの奥様のために、邪魔をなさらぬように静かにお過ごしだったのでしょう」

「そうなの……」

　セラフィナには、その言葉がセラフィナへの気遣いから出たものだと分かった。夜会の疲れを労るとしても、同じベッドに入らない理由にはならないはずだ。

「足のお怪我もありますから、ゆっくりお休みになってお待ちくださいませ。本日の夕食は少し遅めにご用意いたしましょうか？」

「そうね、お願いするわ」

　セラフィナは頷き、どことなく不安な気持ちで過ごした。

　そしてその不安の通り、しかしその日もアルベルトと顔を合わせることはなかった。






　避けられている。

　その理由が夜会でユーゲルと話していたせいだということは、セラフィナにも想像がついた。アルベルトは日頃、セラフィナが男性と喋ることは許さないと何度も言っていた。話せば相手を魔術で燃やすとも言っていたのに、実際にそうなったら怒るどころか、アルベルトはセラフィナを避けたのだ。

　怒ってくれた方がまだよかった、とセラフィナは思う。こうして顔を合わせられなければ、説明する機会すら見つけられない。

　ノーラ王国に戻ってきてからずっと、アルベルトの視線を感じ、呟く声を聞いてきた。それがないことがなんだか落ち着かないと感じるくらいには、セラフィナはこの生活に慣れていたようだ。

「セラフィナ様、お手紙が届いております」

　ミゼットの言葉に、セラフィナはぱっと顔を上げた。すぐに受け取って封筒を裏返すものの、封にはワルセーヌ公爵家の紋章が捺おされている。アルベルトからかもしれないと期待していた気持ちが萎むのを感じながら、セラフィナは手紙を開けた。

「お茶会のお誘いだわ。ヨアナ様から」

「セラフィナ様の幼馴染でいらっしゃいますね。ご出席されますか？」

「そうね……アルベルト様が許可してくださるなら」

　公爵家と王家は血の繋がりがある。ヨアナの屋敷は王宮に近い場所にあった。もし出席したら、帰りだけでも王宮へ出仕するアルベルトの馬車に同乗しろと言ってくれるかもしれない。出席させないにしても、顔を合わせて反対してくれるのでは。

　セラフィナは返事を言葉で返してくれるかもしれないと期待して、手紙ではなく家令に言伝で「お茶会のことで話がある」と伝えてもらうことにした。

　しかし、淡い期待に反して、翌朝セラフィナを待っていたのは「好きに参加してもいい」という短い一言が書かれた手紙だけだった。

















あなたとの未来
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「またあなたとお茶できるなんて、とっても嬉しいわ」

　お茶会は、子供の頃にセラフィナとよく顔を合わせていた令嬢が集まってくれた。

　セラフィナにはお祝いの贈り物がたくさん贈られ、思い出話に花が咲く。ヨアナは懐かしい話と合わせて、この十年の間にあった興味深い話を聞かせてくれた。

　賑やかな会話が楽しいと思いながらも、セラフィナは心の底から話に集中できなかった。どうしてもアルベルトのことが気になってしまう。

　セラフィナは上の空にならないように気を付けて相槌を打つ。いつしか話題はセラフィナについてのことに移っていた。

「後宮なんて、本当に大変だったでしょうね……しかも、相手はあの野蛮な侵略王なのだから」

「メイリー、そんな言い方はよくないわ。セラフィナ様が後宮に行ったのは、ノーラがレチノ王国に滅ぼされないためなのに」

「セラフィナ様、ごめんなさい。あなたを傷付けるつもりではなかったのよ」

　ここでも、後宮のことについてはまるで痛々しい傷のように扱われる。セラフィナがそれを否定しても強がっていると思われるだろうし、事実に反して肯定すればもっと同情されるだろう。

　親しかった友人や母である王妃でさえそうなのだから、セラフィナが普通に見てもらえるにはまだ時間がかかるようだ。

　セラフィナはぎこちない空気を変えるために、みんなに尋ねた。

「そういえば、ユーゲルは騎士になったのね？　驚いたわ」

　ヨアナたちは顔を明るくして頷く。

「騎士団に入ったときは、みんな驚いたの。すぐに辞めるんじゃないかって心配してたけれど、泣き言ひとつ漏らさずにぐんぐん成長して」

「ビルトレット侯爵家をいずれ継ぐ立場なのだから、本来なら過酷な訓練も必要ないでしょうに」

　話題選びは成功だったようだ。

　ヨアナたちの話から、ユーゲルが非常に優秀な騎士であることが伝わってきた。厳しい訓練を重ね、数年前から背も剣の腕も伸ばしてきたと有名になっているそうだ。見目の良さも加わって、女性からの誘いが絶えないのだという。幼馴染が変わってしまったようで少し寂しく思ったが、それはセラフィナだけではなかったようだ。

「ああ、皆様で走り回っていたあの頃が懐かしいわ」

「あの頃は何の隔てもなく、みんなで仲良くしていたのだもの」

　嘆くように言うヨアナを見て、セラフィナはヨアナたちに自分とユーゲルの関係がただの幼馴染だと説明してもらおうかと考えた。しかしその考えはすぐに却下する。そんなことでアルベルトが納得するとは思えない。それに、セラフィナ自身がアルベルトと会って話をしたいと感じていた。

　アルベルトは今、どこにいるのだろう。






　セラフィナは盛り上がっているお茶会を中座して、王宮へ向かうことにした。アルベルトが仕事をしているのであれば、あの一角に行けば会えるはず。もし会えなかったとしても、青百合が咲いているところを眺めれば少しは気持ちが晴れるかもしれない。

　王宮で馬車を降り、行き合った数人の貴族と挨拶を交わして、セラフィナは王宮の北側を目指して歩く。オレンジの花が咲き誇る中庭を進んでいると、建物の方から出てきたユーゲルとばったり会った。夜会とは違い、騎士の服装をきっちりと着こなしている。精悍せいかんな顔付きが微笑むと、途端に人懐っこい雰囲気になったように見えた。

「セラフィナ姫。おひとりでどちらまで？」

「アルベルト様を探しているの」

　ユーゲルはセラフィナの言葉に頷くと、お送りしましょうと隣へ並んだ。生まれ育った王宮はセラフィナにとっては迷うこともない場所だったけれど、女性を守ることも騎士としての役割なのだろう。

「魔術師殿には先日は挨拶しそびれましたね。お二人ともお元気でしたか？」

　ユーゲルの悪気ない質問に、セラフィナは曖昧に頷いた。アルベルトがお元気かどうかはセラフィナが知りたい。

「ノーラでの生活はどうです？」

　その問いかけも、セラフィナには答えにくい。夜会に出る前なら、楽しく暮らしていると言い切れただろう。誤魔化すようにそうねと答えたセラフィナをユーゲルは問い詰めるでもなく、騎士として仕事で赴いた地方の出来事などを面白おかしく話してくれた。

　中庭を横切って石畳の通路まで辿り着くと、ユーゲルが立ち止まってセラフィナを見つめた。

「セラフィナ姫。あなたに犠牲を強いてしまった我々国民をお許しください」

　急に深々と頭を下げたユーゲルに、セラフィナは困惑して頭を上げるように告げる。

「ユーゲルが謝ることではないわ。それに、自分で納得して行ったのだもの」

「いえ、謝らせてほしいのです。あのときのあなたには選択の余地はなかった」

　苦しそうに告げるユーゲルに、セラフィナは静かに答える。

「それを言うなら、誰もがそうだったわ。それに、もう終わったことだもの」

　想像していたよりも十年間はつらくはなかったし、そして予想外に暮らしは変わった。良い方への変化なのだから、セラフィナはこうして申し訳なく思われるとかえって居心地が悪く感じてしまう。

「誰にもどうすることもできなかったのだから、申し訳なく思わないで」

「……剣を扱えるようになればあなたを助けにいけると思った。だが実際、強くなればなるほど、無力さを感じたのです。いくら鍛えても、レチノへ出兵は許されない」

　国のことを考えれば、貴族が兵を動かすわけにはいかないのは当然のことだった。ノーラ王国が兵を動かしたとしても、広大なレチノ王国の王都は遠い。攻め入ったとしても、数でも強さでもノーラを上回っているレチノに負けるのは誰でも想像できることだ。

「私が惨めにもあなたを助けられない言い訳を並べているうちに、あの魔術師殿は単独でレチノへ向かわれた」

「……アルベルト様はひとりでレチノへ行ったのですか？」

　思い返すと、確かにあの夜に姿を見かけたのはアルベルトの他には反乱軍しかいなかった。ノーラの騎士はひとりも見ていない。だからと言って、単身でレチノに来ていたとはセラフィナは思ってもいなかった。

「魔術師殿は無断で国を発ち、一年もの間消息が掴めなかった。レチノで敗れたと噂をしている者もいたほどです」

「一年も……」

　ユーゲルの話は、一度も聞いたことのないものばかりだった。

　アルベルトはレチノの後宮へ乗り込むために、一年かけて準備をしていたらしい。後宮で聞いた噂話では、数ヶ月前から各地で反乱が起きていたという話だったけれど、アルベルトが関与していたのだろうか。

「レチノへ行くという魔術師殿を、誰もが反対していた。けれど彼は諦めなかった」

　アルベルトはノーラの人間を集められないのならレチノで人を集め、不落と言われた王都に入り込んだ。レチノの王都には、王を守るための魔術師もいる。アルベルトの力があっても、簡単なことではなかっただろう。

「レチノでは、まもなく反乱軍が勝つ見込みです。しばらくは拮抗状態が続いていましたが……おそらく魔術師殿が何か手助けをしたのではないかと」

「本当に？」

「もし侵略王が反乱を鎮圧すれば、またノーラにも手が伸びるはず。彼はそれを防ぎたかったのだと思います」

　ユーゲルの言葉に、セラフィナは頷いた。

　アルベルトのことを知ったと思ったら、また知らないことが出てくる。

　自分のことについて自ら話すような人ではないけれど、あとどれくらいセラフィナが知らない部分があるのだろうか。その中にどれだけセラフィナのためにしてくれたことが隠れているのだろうか。

　後宮で暮らし始めた頃、いつか騎士が助けに来てくれたら、と思っていた。

　けれど、騎士は来ない。

　相手は大国で、セラフィナは人質だ。どれほど無謀な王でもそんな決断は下さなかったはず。だから、ノーラの騎士が助けに来る未来など最初からなかったのだ。

　助けに来るとすれば、それはアルベルトしかいなかった。

　セラフィナは泣きたくなるような気持ちを抑えて深呼吸した。

「ユーゲル、私、幸せに暮らしているわ」

　気付かないうちに、私は自分の好みの色を見つけていた。

　わからなくても、暮らしているうちにアルベルトとの生活は自分のものになっていたのだ。

　もう後宮での生活も、王宮での暮らしも考えられない。

「ここまでありがとう。私はもう行くわ」

　アルベルトに会いに行かなければいけない。

　セラフィナがそう言うと、ユーゲルは鼻に皺を寄せて笑った。

「……あなたがお幸せならば、俺には何も言うことはありません」

　紫の目はあの頃と同じように、親しみを持ってセラフィナを見つめる。

「もし何か手助けが必要になれば、いつでもお声がけください。幼馴染として、代わりに剣を振るうくらいはできるでしょうから。ケツを蹴っ飛ばしたりもね」

　おどけた言葉に、セラフィナはくすくす笑う。

「ありがとう、ユーゲル」

　見送るユーゲルに手を振って、セラフィナはアルベルトに会うために再び歩き始めた。
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　セラフィナはさらにいくつかの中庭を横切り、青百合の植えられている一角を目指す。

　アルベルトに会えなかった期間は数日だ。

　とても長い時間のように感じていたけれど、アルベルトが後宮に乗り込むまでの一年間を思えば、ごくわずかの時間でしかない。王宮の中でアルベルトを探すことも、レチノの国土を考えればごく狭い範囲だ。

　生垣の横を通り過ぎ、セラフィナは見覚えのある置物を見ながら角を曲がる。

「え？」

　気が付くと、セラフィナはまったく違う場所に出ていた。

　そろそろ薬草園が見えてくるはずが、この近くにないはずの噴水の前に立っていた。セラフィナはしばらく周囲を見渡して思い出した。

　薬草園の周囲には、人を迷わせるための魔術がかけられているとアルベルトが言っていた。今まで青百合畑まで行くときには、必ずアルベルトと一緒にいたのだ。だから迷うことがなかったのだろう。魔術を避けるためには、建物の中を通らなければいけなかった。

　王宮の建物は複雑に造られているので、途中までは庭を横切って戻った方が早いはずだ。今度は間違えないようにと再び足を踏み出したセラフィナに、静かな声がかけられた。

「何かお探しでしょうか？」

　振り向くと、噴水の前にヴィスゲストが立っている。

　さっきまでは誰もいなかったはずなのに、年老いた魔術師は長い白髪を風に揺らしながら、ニコニコと微笑んでいた。

「こんにちは、ヴィスゲスト様」

　セラフィナは挨拶をしてから、アルベルトに会いに行くところだと答えた。

「その、アルベルト様とはこのところ顔を合わせる機会がなくて……外を通って行こうとしたら、魔術でここまで来てしまったのです」

「なるほど、それは災難でしたね。ならばこの老いぼれがアルベルトに会わせてあげましょう」

　思ってもみなかった提案に、セラフィナは首を傾げた。

「アルベルト様がどこにいるのかご存知なのですか？」

「もちろん。あれは私の弟子ですから、大切に守っている青百合が、ひとりで迷っているのを許すはずはありますまい」

　謎めいた返答と共に、ヴィスゲストはセラフィナに向かって深い皺の刻まれた手を差し出す。セラフィナがそれに手を重ねると、ヴィスゲストは微笑んで尋ねた。

「セラフィナ王女、あの子を大事にしてくださいますな？」

　深い思慮と年月を感じる目は、静かにセラフィナに問いかけていた。

　セラフィナはそれを受け取って、はいと頷く。

　ヴィスゲストがその答えに満足したように目を細めると、セラフィナの視界が歪む。

　次の瞬間には冷たい風が吹き、そして景色が一変していた。

　深く青い空を、白い雲が移動していく。足元はごつごつとした岩の感覚がして、隙間に植物が生えていた。

　眼下には霞むように遠くの街が見え、そこからセラフィナがいるとこまで、風が吹き上げるように音を立てていた。

「ここは……」

　あの街がノーラの王都だとしたら、セラフィナは今、北の国境に連なる山々に立っていることになる。ヴィスゲストの魔術がセラフィナをここへ運んだようだった。

　ここにアルベルトがいるのだろうか？

　ところどころに低木しか見えない山の景色に、アルベルトの姿は見えない。どこかで仕事をしているのだろうか。セラフィナは山の稜線の上に小さな小屋を見つけて、ひとまずそこへ向かうことにした。

　不安定な足場を数歩進んだところで、背後からセラフィナの腕を誰かが引っ張った。驚いて振り向くと、アルベルトが顔を歪ませているセラフィナの手首を掴んでいる。

　アルベルトは青い目でセラフィナを睨みながら、呻くように口を開いた。

「……どこに逃げ出そうと？　そんな無防備な状態で、国を越えれば一人逃げおおせるとでも？　あの騎士はこんな場所であなたを見捨てたのか？」

　荒んだ笑みを見せたアルベルトが言葉を続ける前に、セラフィナはその姿に抱きついた。

「アルベルト様、ようやく会えました」

「………………」

　頬を寄せた黒いローブからは、わずかに薬草の香りがする。服を着たままで抱きしめるのはあまり慣れていないけれど、それでもアルベルトの背に手を回す感覚は馴染んだものだ。

　セラフィナは数日会えなかっただけで懐かしく感じる温かさを味わっていると、アルベルトが唸った。

「……どういうことだ、これは……？」

　セラフィナが顔を上げると、アルベルトは眉を顰めてセラフィナを見下ろしていた。しばらくして、アルベルトが再び口を開く。

「何故あなたがこんなところにいる。あなたがどこに逃げようが私は見付けられると言わなかったか？」

「アルベルト様は私を見付けていたのですか？　でも、ずっと会えませんでしたわ」

「……いやそれは」

「お仕事場に行けば会えると思って王宮に来たのですが、迷ってしまって……ヴィスゲスト様が魔術を使って送ってくれたのです」

「あのくそじじい……」

　アルベルトは空を見上げて毒づいた。砕けた言葉遣いは、セラフィナには新鮮に聞こえる。

「アルベルト様は、ここで仕事をしていたのですか？」

「違う。あなたがここにいるから来ただけだ。魔術をかけているから、無断で国境を越えようとすればすぐにわかる……あの老いぼれはそれを知っていて、あなたをここへ送ったのだろう」

「まあ」

　山で仕事をしていたのではなく、セラフィナが国境を越えようとしていると思って魔術で追いかけてきたらしい。あっという間に移動できる魔術ならではだ。

　確かに、セラフィナが居場所のわからないアルベルトを探して歩き回るよりは、こうして来てもらう方が早い。ヴィスゲストの考えは名案だったようだ。

「アルベルト様、どうして私を避けていたのですか？」

「避けていたわけでは」

「では、一緒に暮らしているのにどうして会えなかったのですか？」

　セラフィナが訊ねると、アルベルトは苦い顔をして黙った。セラフィナはアルベルトに抱きついたままで返事を待つ。

「……あの夜、あなたはあいつと会っただろう」

「ユーゲルですか？」

「昔から仲が良く、身体は鍛えていて見栄えもいい。家柄も申し分なく、おまけに騎士だ。あなたが望むような相手では？」

　セラフィナも眉間に皺を寄せる。

「アルベルト様、私はあなたと結婚していますわ」

「誓約に縛られた結果だ。意思に関係ないことは充分理解している」

「私が嫌々あなたに抱かれたり、不本意な気持ちであなたと青百合を見ながら食事をしていたと思っているのですか？　本当に？」

　セラフィナが問い詰めると、アルベルトは目を逸らした。ユーゲルがここにいないことにセラフィナは心の中で感謝した。もしいたら、セラフィナは本当にケツを蹴っ飛ばすことをお願いしていたかもしれない。

「アルベルト様。私は逃げていませんわ。一度も」

　そこでセラフィナは一度口を閉じた。そして、くしゃみを二回する。背中に当たる冷たい風に腕を擦ると、黒いローブがセラフィナを覆った。

「そんな格好でここにいたら、あなたが凍え死にそうだ」

「では帰りましょう、アルベルト様。私たちの家へ」

　ローブの前をしっかり留めていたアルベルトは、眼鏡越しの青い目でじっとセラフィナを見つめる。そして何も言わずにその腰を抱くと、二人の姿は暮らし慣れた屋敷へと移動していた。
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　空が近い高山から一瞬で見慣れた寝室に戻ると、視界が暗くなった。

　冷たい風が吹き付けないだけでも、随分暖かくなったように感じた。セラフィナがほっと息を吐くと、部屋の隅がぽっと明るくなる。

「暖炉をつける季節ではないが、しばらく体を温めたほうがいい」

　魔術のためかあっという間に燃え上がった炎が、セラフィナの頬を温かく照らした。サイズの大きい黒いローブから手を出すと、セラフィナはアルベルトの手を握る。指の温度はまだ、セラフィナの方が低かった。セラフィナの指の冷たさにアルベルトは眉を寄せる。

「温かいものを飲んだ方がいい。すぐに用意させる」

「いいえ」

　セラフィナが首を横に振ると、アルベルトはますます顔を顰めた。けれどセラフィナはそのままアルベルトの手を引いて、ベッドの側まで連れていく。セラフィナが手を引くと、意を察したのかアルベルトが訝しげな顔をしながらもベッドに腰かけた。アルベルトが座ると、セラフィナが見下ろす形になる。

「アルベルト様。あなたがどうして私に親切にしてくれるのか、私にはわかりません。けれど、あなたの気持ちを疑う気持ちはもう、少しもありません」

「……」

「なぜだかわかりますか？」

　セラフィナが問うと、アルベルトは視線を外して答えた。

「私があなたを無理にでも縛りつけようとしているからだろう」

「違います。あなたほど私のために力を尽くしてくれる方はいないからです」

　セラフィナが膝が触れるほどアルベルトに近付くと、アルベルトは少し背を後ろに下げた。

「セラフィナ王女、何を」

「ベッドに上がってくださいませ、アルベルト様」

　アルベルトは言葉の真意を探るように青い目でじっとセラフィナを見つめながらも、言われた通りにした。後退りするようにベッドに乗り上がったアルベルトを見たセラフィナは黒いローブを脱いで椅子にかけると、靴を脱いでベッドに乗った。

「……冷えたまま薄着になれば風邪を引く」

「じきに部屋も暖まります」

「それまでベッドに潜り込んでおくつもりなのか？」

「いいえ、違います」

　寝転ぶための場所を作ろうと動くアルベルトを、セラフィナは引き留めた。

「アルベルト様、今日は私があなたを気持ちよくします」

「…………今、何と？」

　アルベルトは驚いた顔でセラフィナを見た。

「あなたが私を疑うのなら、そうならないように私もあなたに尽くします」

　まさしく絶句したと言わんばかりの表情で、アルベルトはセラフィナを見つめていた。セラフィナ自身も、自分が大胆なことを言っているのだと実感して恥ずかしくなる。

「私がどれだけ言葉で伝えても、あなたは疑ったままでしょう？　他にどうしたら気持ちをわかってもらえるのかと考えたら、この方法しかないと思ったのです」

「……セラフィナ王女、あなたは自分が何を言っているのかわかっているのか？」

　疑いの眼差しで問うたアルベルトにセラフィナが頷く。アルベルトは手で目を覆い、それから深く息を吐いた。

「夢なのか？　これは都合の良い夢、いや想定しうる最悪の展開が現実化した結果、精神的逃避のために作り出している幻想なのか？」

「アルベルト様は起きていらっしゃいますわ」

「そうでなければ、幻覚作用のある薬でも吸い込んだのか、あるいは」

　ぶつぶつと呟いていたアルベルトにセラフィナが口付けをすると、青い目が見開かれた。夢ではなく現実だと気が付いてくれたようだ。

「きちんと私を見てください、アルベルト様」

「……わかった」

　おとなしくなったアルベルトは、セラフィナの言葉に素直に頷いた。

　青い目が、まっすぐにセラフィナに向けられている。セラフィナはそれを見つめて、そして恥ずかしくなった。

「し、舌を」

　セラフィナは自分の声が震えたのに気付いて、一度口を閉じた。

「舌を……出してください」

　アルベルトは言われた通りに口を開く。ゆっくりと出される舌を見て、セラフィナはアルベルトがいつも自分を見つめる気持ちがわかった。

　どきどきと自分の心臓が鳴る音を聴きながら、セラフィナは膝立ちになり、そっとアルベルトに跨またがった。自分からこんなことをするなんて恥ずかしい、という気持ちよりも、自分の動きをじっと目で追っているアルベルトをもっと見たい、という気持ちが大きい。

　充分に近付くと、セラフィナはアルベルトの肩に手を置いた。そして自らの舌を出して、アルベルトのものを舐める。

「ん、」

「……は、」

　アルベルトの吐息を感じて、セラフィナは一度舌を引っ込めた。身体も引こうとしたのに、アルベルトの腕がセラフィナの腰を捕まえていて動けなくなっている。

「もっと」

　熱っぽい声でねだられて、セラフィナは引き寄せられるように再びアルベルトに顔を寄せた。唇を合わせて、舌を絡める。

　アルベルトの膝の上にいるので、セラフィナの方がわずかに視線が上の位置にある。普段は自分が見上げているので、この角度から見るアルベルトは新鮮だった。腰に巻き付いた腕に抱き寄せられたので、セラフィナはアルベルトの首に腕を回す。

　ふわふわとした心地だった。こうして抱きしめ合っているだけでも気持ちがいい。

「アルベルト様……」

「アルベルトでいい」

「アル、ベルト」

　おずおずと呼ぶと、セラフィナを見つめる青い目が細められた。

「セラフィナ」

　見つめて名前を呼んでいるだけなのに、初めての夜のようにどきどきしている。けれど、あのときとは違って不安や戸惑いはない。どきどきと騒がしい気持ちの下に、ただ穏やかで満ち足りたような温かさが広がっている気がした。

　セラフィナはアルベルトから少し身体を起こして、ドレスの編み上げを解こうとする。

「脱ぎたいのか？」

「はい」

　セラフィナが頷くと、アルベルトがセラフィナのドレスを見つめた。きちんと着ているそれが、溶けるように消えていく。

「……このドレスは気に入っていたので、消えてしまうのが惜しいです」

「これは一種の移動術だ。なくなっているわけではない」

「そうだったのですか？」

「知らなかったのか？」

　アルベルトとセラフィナは見つめ合って、それから少し笑った。いつも密かに心配していたことが杞憂だと知れて、なんだかおかしい。

「アルベルト様……アルベルト、下着も脱がせてください」

「わかった」

「それから、あなたの服も」

　少し顔を赤くしながらセラフィナが告げる。アルベルトは頷いて、それから二人の体温が直接触れ合うことになった。少し腰を浮かせて前屈みになっているセラフィナの胸に、アルベルトが口付ける。

「あ、……っ」

　頂を口に含まれ、舌先で押し潰されると、セラフィナは声をあげて震えた。セラフィナの腰に回されたアルベルトの手が、背骨の筋を辿るように撫でていて、直接的な刺激ともどかしい感覚に挟まれる。

「アルベルト……っ」

　柔らかな黒髪の頭を抱きしめて、セラフィナは刺激の波をやり過ごした。

「わ、わたしが、やるって、あっ！」

「手出ししてはいけないとは言わなかった」

　反対側の乳首をごく弱く噛み、乳房の間に鼻を埋めながらアルベルトはそう言った。

「あなたが恥じらいながら主導権を握ろうとしているところはいつまでも見ていたいが、焦らされているようにも感じる」

「そんなこと、……ぅ、んっ！」

　内股の付け根を撫でられて、セラフィナは腰を揺らした。その先を期待して、あわいからとろりと温かいものが滲むのを感じる。セラフィナがアルベルトを見ると、アルベルトも熱に浮かされた目でセラフィナを見つめていた。

「早く慣らしてここに挿いれさせてくれ」

　直接的な言葉に、セラフィナは頬が熱くなる。けれど、セラフィナも早くアルベルトに埋めてほしいと思っていることを自覚していた。
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「さ、わって……あっ！」

　セラフィナの唇が震えると、アルベルトは指で熱い場所を掻き回した。

「あなたはどこでそんなおねだりを覚えたんだ」

「あっあっあっ……くぅっ！」

「あなたが嬉しいことを言うたびに、もっと欲しいと思ってしまう。セラフィナ……」

　俯いて堪えるセラフィナに、アルベルトが下から掬すくうように口付ける。吐息を漏らしながら何度も口付けを重ねているうちに、セラフィナはアルベルトの膝の上に向かい合って座り込んだ。

「もうこれ以上強欲にさせないでくれ」

　囁く言葉だけで、セラフィナの奥が震えた。アルベルトに跨るセラフィナのお腹に、熱い剛直が触れている。腰を抱かれて擦り付けられると、セラフィナはまたアルベルトに縋りついた。

「アルベルト……おねがい……」

　青い目を見つめながら、セラフィナは懇願した。アルベルトは唇を重ねて、セラフィナの腰を持ち上げる。入り口を熱いものが捉えると、そのまま貫いた。

「ああぁっ……!!」

　最奥まで届くと、それだけでセラフィナは背中を反らせて達してしまった。

「くっ……」

「あぁ……あ……っ」

　アルベルトが締め付けに堪えるように細腰を抱える力に腕を込めると、セラフィナはさらに奥を感じて息を詰める。ようやく刺激に慣れた頃には力が抜けて、セラフィナは息を切らせながらアルベルトの肩に頭を預けた。

　繋がった場所から感じる快感以上に、セラフィナの身体が幸福で痺れているようだった。肌を触れ合わせているだけでも胸が締め付けられるほどに幸せで、愛おしさが溢れて自分が溶けてしまうような気さえする。まだ動いていないのに、中が痺れるほど気持ちがいい。

「アルベルト……」

　この気持ちを伝えたいのに、セラフィナの口から出たのはアルベルトの名前だけだった。もどかしい気持ちでもう一度アルベルトの名前を呼ぶと、アルベルトがセラフィナを強く抱きしめる。

「セラフィナ、愛している」

「あ、」

「愛している……愛してくれ、セラフィナ……私だけを愛してくれ」

「あ……あ、あっ」

　懇願するようなアルベルトの声に、セラフィナは体の奥が歓びに震えた。愛してくれと囁かれるたびに、じっと抱きしめられているだけの身体が熱に震えて昂っていく。まるで身体が熱で溶け合ってしまったかのように、アルベルトも同じ気持ちでいることがセラフィナには分かった。

「あぁ、アルベルト……っアルベルト、」

「セラフィナ、私を愛してくれ」

「あいし、てる……アルベルト……!!」

「セラフィナ……！」

　中が震えると同時に、奥に熱いものを感じた。

　あなたを愛してる。

　何もかも真っ白に消えていきそうな快感の中で、セラフィナは何度もそう呟いた。
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　まだ明るい昼間だというのに溶け合うほどに何度も愛し合って、二人の呼吸が落ち着いたのは夜中になってからのことだった。

　暖炉の薪はとうに白く燃え尽きていたが、セラフィナはまだ指の先まで温かく心地よい。

「十二年前にあなたと会ったことがある」

　向かい合って抱きしめ合ったまままどろんでいたセラフィナは、アルベルトの言葉に瞼を持ち上げた。

「……どこで？」

「あなたは他の子供と王宮の庭でかくれんぼをしていた。花壇の前を偶然通りかかって……青百合の間に隠れているあなたと目が合った」

「恥ずかしい……」

　王宮は子供達にしてみれば広い遊び場のようなものだった。セラフィナも幼い頃は、叱る教師から軽々と逃げられるくらいには走り回っていた。今思えば、お転婆すぎる。

「あなたは私を一緒に遊んでいる仲間だと思ったのか、私の手を引いて自分の隣に隠れさせたんだ」

　青百合の葉は群生するとお互いに重なるように生えて、茎の背も高いので隠れやすい。あちこちに植えられていた国を象徴する花は、セラフィナにとっては格好の隠れ場所だった。誰かが近くにいれば、一緒に隠れることも何度もあった。

「私とあなたはそこで話をした」

「……どんなお話を？」

　セラフィナが尋ねると、アルベルトは視線をセラフィナに向ける。セラフィナの髪に指を通しながら、アルベルトは目を細めた。

「あなたはあの時のことをまったく覚えていないだろう？」

　図星だった。王宮へ連れられてきて王女であるセラフィナや兄王子と遊ぶ子供は多かったから、全員の顔を覚えていたわけではなかったのだ。セラフィナは頷いて謝る。

「ごめんなさい」

「なら教えない。あの時間は私だけの宝物ということにしよう」

　アルベルトは少し意地悪な顔をして笑う。聞けば思い出すかもしれないとセラフィナがお願いをしても、アルベルトは教えてはくれなかった。

「……しばらくしたらあのユーゲルが近付いてきた。私たちが隠れていた青百合の前は通り過ぎたけれど、あなたを呼んでいる声が響いていたから、あなたは出ていくことにしたんだ」

　それもあの頃はお決まりの流れだった。探しにきたユーゲルがべそをかいて立ち止まると遊びにならないから、出ていって慰めて一緒に探す役をしていたのだ。

「それからも、あなたがかくれんぼをしているところを何度か見かけて、やがてあなたはドレスを着てお茶をするようになった」

「あぁ……恥ずかしいわ」

　おすまししてお茶を飲んでいたところを見られていたのも恥ずかしいし、セラフィナだけが覚えていないのもなんだか悔しい。

「あなたはいつも、ユーゲルと仲良く遊んでいた」

「幼馴染だもの」

「私にはそれが羨ましくて、妬ましかった。あなたともっと近付きたいと思っていたのに、勇気が出ずに声をかけられずにいたら、あなたは人質になってノーラからいなくなってしまった」

　アルベルトの声に悲しみがこもっているように感じて、セラフィナはその身体を抱きしめた。悲しみがやわらぐように願いながら、しばらく背中を撫でる。アルベルトは静かにその手を受け入れていた。

「ユーゲルはあなたを助けると言って騎士を目指し始めた」

「そうだったの」

「私は残念ながら騎士にはなれなかった。足も遅いし、重たいものを振り回す力も足りなかったからな」

　セラフィナはその言葉に少し笑った。

「アルベルトが騎士にならなくてよかったわ」

「だが、騎士が……あなたはユーゲルが迎えに来ると思っていただろう」

　恨みがましげな目を向けられて、セラフィナはやっと納得した。

　後宮でセラフィナがアルベルトに騎士なのか尋ねたとき、嫌がっていた理由はこれだったのだ。セラフィナはユーゲルが騎士を目指したことなど知らなかったというのに。

「私は、アルベルトが魔術師でよかったと思っているけれど」

　アルベルトは納得していない顔をしている。

「今は信じてくれなくてもいいわ」

「……なぜ」

「私があなたから離れることはないって、これから先、いつかきっとわかってくれるでしょうから」

　そう言って、セラフィナは口付けをした。

　たとえいくら疑われようとも、セラフィナの気持ちは変わらない。一緒に過ごしていく中で、アルベルトもそれを信じてくれるようになるだろう。

　セラフィナが微笑むと、アルベルトも青い目を細める。

　それが遠くない未来のことだという確信が、セラフィナにはあった。
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